
Title 一七八九年に於けるフランスの第三階級
Sub Title
Author 小泉, 順三

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1929

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.23, No.5 (1929. 5) ,p.720(78)- 765(123) 
JaLC DOI 10.14991/001.19290501-0078
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19290501-

0078

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


^
 

.
.■
;

:

^

^
.■
■
^;
>

.

..■
■.-.

 

,
.
:
.
v
v 

ン

 ̂

^
.
!
:
v 

> 

.- 

M
:
. 

:
:■:.
:
;■
:-.
■■:
:■.
.
.
:.
■
■..
 

.■■
:
.■..
.
,■
■
■..
.
.
.■:
.
.
.
■
:
■
. 

.

.

.

■».
 

a 

. 

.• 

. 

.
r
.
. 

' 

I

.

...
(

d 

二”
". 

'
:

:'
::':
.
.
.
.
じ...
:,
.-
..
;
レ.
.
：
.
.
.
,
.
:
:

:■
.
>■.
.
.
.
.
.

 

ぃ
.:
:. 

...

'■

-
:u
.
:i
;
.ゾ.い
.:
(̂
.>5
:;!
:い-
V 

V 

^々
.■

一 V

'.
.
.
.
.
. 

V

ぃ
 

s 

■ 

.

.

.
•
.

，
卜

, 

/

f 

序
：•：.、'
',
•.••
1..
.

V.  
. 
.... 

>

, 
. 

.
:■

■ 

■
' 

-■ 

i 
., 
•

.

.

.

.
,
.

マ：
..."

ソバ.
.
.
'
,
”ぎ

id-.
 

•.*.、 

V
;

レ，

*I
.
ン

.
V. 

L 

■ド 

.
>

!■
■
- 

I■<
:.-
■ 

> 

s 
\
 -

i
i.■
.■!
. 

■
.
 

ニ 

.

.
， 

■ 

*' 

r
.
.
,

, '

 
.

'

■f
:霞

^

 

,

ボ
，づ

.

.

.

:
.
:
:
•

 

r 

.

.

. 

..1
;.
• 

• 

.
/

••
;•>
.

....

..... 
-•-
•

〉

„ 

. 

-V 

! 

•- 

. 

.

'»
• 

.• 

. 

:

••

ぶ
：
'

$
 

バ
5

.
;戴

'F

u」

へ卜

^

:

f

 

f

 
■寒

：
義

: 

. 

.

.

.

.

. 

'
V
.
V
.
.

% 

逆 

I

 傷
售

 

ズ 

i

 

:■
■

.

■■
■.
:
.

• 

: 

i 

•> 

-
V 

• 

i
 
..
 

.. 

. 

r
- 

. 

,
 
.
 

•.
*•
•.

•

.
、ご
 

> 

.
-

_
-l>
;
-
.
.
l.
... 

.
r
:
.
:
. 

<

y
.
,
f
u 

■

i
 
-
 
*
 

t 

» 
• • •
 

> 

•••••• 

»T 

I 

{ 

./
 
i
 
^
 
.
 

•

. 

•
'
•
•
_
: 

•
•
.
,
•
•
•
?
.
.
. 

•
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

,51

 

.. 

. 

.

'.
»
>■*
 

. 

./
• 

'
、
-/
:

• 

• 

.... 

...•. 

. 

. 

: 

.

.•:

. 

* 

.... 

. 

• 

••:••

.

.

.

.

.

.

;'
.... 

I
.

0 

^
 

.

.

.

.

.

.

「
：

フ

レ

，
タ

|

:
霞
顧
誠

.來を

:»
:
:備し
诱
蚤
れ
機

)

瞬會主義：
§
§
根本
 

.滌
$

實
置
悉

*

_
■

:

豪
主
義
％

*

¥
秦げ

#

.

;

れ̂锻み春

£
ダ

^
^
^

-
-

- 

1
1

—

1 

レ
^

^

-

-
- 
_-.
■
—

.-■■■■■-■■■■

_-

-
_____

;■ 

■■ 

ノ

....

.

.—'

.
i
y

-p-

• 

. 

.

.

.

. 

• 
.

:
.
.

• 

. 

•

•,
誇
5:
0
タ
:̂
3》

^
^ :
命
^
似
^

飞
§
^
9
|

貴

^

^
名
^
谓
^
^
^
|̂

^
#
^
?
-

贺

.8
8;
寧
^
1

鲁

ホ

管
:̂
0
丨

1
^
5
^
導
？
#
*

:̂ .

4
^
«_

备
<^
樣
通
^
ズ
寒
$

:̂
^

-^
:.
1

m .
吸
、
：警 
#
邊
«
#
觀
嫌
免
峡
艰*

懿
す(

る
た

■
,v

,.c
:u

:
ん
'
‘
“

^
:̂
^
^̂.
.*f
e
«-:
:
-
'
':
.
!
.

(

”
>
f'-
;
:
u

〜

：
‘ 

.

.

.

.1
:
1

ぃ
 
 ̂

^
 

 ̂

..v..- 

. 

:
.
.

":
、
:■
:
:
'
■•
:
.
.
.
.
.
.
:
:
ベ

「

:v
;
:,-
;
,

.

^
'0.
1
1:}«>
^
あ.
る.
;:
:
0'..

.

.
‘. 

y 

-;

ぐ
....；
：
.

M.
..
. 

. 
,
.J, . 
..V. 

.
: 
. 

‘
:!
;
•
へ..
：，
：s
 
へ'

ハ；:
:}■

■:
}■
■い,
-I
.
;-i
^
v
.
.
.

1.
U 

一へ.
.
.
一 V.. 

':... 
:\: 

.

r:
:

-i.
:,'..f....
;:
ペ
："

.
，
ノ
-
■■
■>に
：
：
.'

ぐ
ベ

.-
it
 

M*.
.
.
>
.
!
'

■
■ 

. 

，'
.
ニ

I"
:.
-;.
-
.
.
:
:
-
.

*.
'
パ 

t 

.

;

パン:'
u
v
,
.'
'
-J.
.
.
へ
V
' 

' 

.

.

.

. 

• 

V
-
.
.
; 

.

.

.

. 

'
.
.
.
■.
 

.

.
i
.
.
、
.
-

-

|&
:
1
‘
_
迚
®
黴
湖
;®
^ :
§
难
ぬ
^
凡
，-
?

ら
苓
べ
袅
農
民
中
の
ダ
口
衝
铋
彻
：ぼ:̂
都
市
の
手
：エ
樂
：的
ブ：
^

一：

.、•，パ
:.

:
、：：1
體
ぼ
第«

階
級
奪
勞
ホ
ぼ
次*
族
僭
梠
等
の
特_

ゼ
對
沁
$

^

^

^

■■
■: 

®.
s
#
fe
想
 
<.職
寒
妫
鱼
爷
1>
欧

衮

學

者

倾

藝

術

象

爭

法

證

ぜ

敎

赛
_

象
分
商
0 :
業

者

汾

耱

豐_

 

'
供1〕 1屮

1
8

 

crf
c

s

v

左

ル

柰
^
衡
蚤
フ
を
妗
裳
観
！：
^

':.

ン
笫
3£
:
轔

: :
七

ネ
..
:
ぐ



第li!

屮11
s  

:
c 
七

1
* :
A
^
年 S  
黎

&
>
，
'-
v._

#;
-h
m

:v
:

第
五
：號

パ
:
.
外
ぬ
：

藝
家
：：

農
民
等
翁
翁
：又
離
*
籍
1H
街

务

货

漱

最_
|5
|1
贫

纖

重

：か
傭
雜_

聽

眾

廳

:|
"
翁
願
：0
:海
藤
校
至
军 

嚴

备

級

を

指

す
I

匕

す.
を
。
. 
:.

■ :

.

e

f
 
®
 知 

i,..
VA
-;

■•
ス

- '-,
で

ば
--
-:!::
*
,
フ
ヴ

..
づ
Q
./ぐ 

M
M
 

i興
勢
力
：產

S

.葉

»

冷
や
奶
萆.
#
が
渤
:«
嫌

漂

;̂
#

1

#

霧
_

囊

漭
_

妒

-«_

軺
辑
#
游

-&
於
^

i

希
灌 
#
<)
»
:

龜
鄉
成
*
#
霉

艰
*'
;
6
^
. .
;
:' 

 ̂
^
 

^

.

.
.̂.
.̂
.
. 
 ̂

,
.v- 

 ̂.T 

 ̂

^
 

.
■ 
^
 

ォ
汎
:*
«
 
沬 
％
ダ
吱
：シ
：4
 着

^
は 
> 
こ
0
 
一
 

> 
晝

«
侶
：
 

搞
€
她
嗲
：！̂
«
:

以
.上
?>
存
有
じ
ス
$

ブ
^
!

浄
7
邐

馨

火

顏

迪_

:̂
'
嫌
等
紀
铍
游
呱|

^

蚤
與
/
ー
蹇
り
*

:#
響

方

ば
^

は
深
取
::
:
:5:

饭
*

&
漭
5_

機
泰
汸_

隱
然
啪
湯
曲»

廣
％
允
竭
猜
弥
餘
浓
ぁ
，

多
_

め»

勉
な.
る
小
農
民
 ̂

が
纖
喇
凇
令
在
も
ぜ
遲̂
-

^
够
^
痛
鹰
辦
赉
鄭^
热
カ
^
澈
働
漱
莳
政
也
潘
拘
嚷̂

赠
僅
^
狀

摊

囊
^
貯
蓄
於
：
 

«

谭
燏
取
允
1
§
タ
昶
が
敗«

馎
|@
*
»

:@
小
«

^

^
脅
は
、.
こ
れ
：を
§ ;.
已
*
敢
叹_

^
し
$

4

地

飨

各

盡

、着

:0
總
浓
4

4
惫
俟
％
冗
居
々
允
％
揭

：
ニ-

紀
隻
鬼
る
*
^

居
つ
た
。
第
三
階
級
の
こ
の
狀
漉
を
部
し
て
、

Ja
u

rd
s. ..は

：

「

彼
等
は
社
會
の
全
表
雨
を
薇
雄
人
ォ
す
る
自
己
の
カ
を 

诌
覺
し
て
居CN

た」

ど
去
0
て.
ぬ
る
：

(

註
一〕

。
 

：

,

-• 

• 

• 

W 

、 

• 

< 

- 

.. 

. 

•'
 

,
 

. 

, 

• 

•• 

•• 

•••••• 

• 

•.

.

.
故
:̂

、
箪
命
の
倒
:*
k
は
根
强
い
艰
據
が
あ
ぅ
仅
の
で
ぼ
あ
る
が
フ
若
し
ノ
王
拉
者
が
、
最
高
の
俗
世
權
カ
：で
あ
：
 

i
、
次
常
時
尙
人
揭
の
釁
敬
..
5
:
'
愛
杪
セ
居
つ
た
王
位
者
％
、
，
之
の
新
興
勢
カ
，

0
指
圖
を
ヒ>

.#
允
汝
ら
ば
、
革
命
的 

變
潘
俅
何
筹
の
擬
揽
を
萆
ず
し
て
，恐
ち
<
成
就
し
得
た
：か̂

^
れ
:3
:
か
り
，た
：。
故̂

r
ls

:

は
&
ふ 

:5
ら
ば
、
‘ブ
\

ジ
ョ
ァ
階.
級
及
邀
民
階
難
の.
中
に
、
フ
ャ.V

卞
黹
代
权
於
け
名
貴
關
の
：雜:«
攸
％
,
タ
ー
グ
惝
代
代 

於
け
る
舊
敎
趣
の
ー
揆
代4
劣
;'

&
ぬ
程
の_

如
せ
ら
れ
5
鄭

劝
.;
$:
發
見
ム
得
：た

で

あ;&
ぅ
に
：

」

”
^
|
0
?,然

火 

ラ
ン
ス
の
王
位
は
自
由
な
も
の
で
な
か
つ
た
。
僧
侶
^
貴
族.
ヒ
}c
深
ぃ
H
緣
を
有
し.
て
：居
つ
た
王
ば
、か
、
る

靈
 

に
自
由
に
し
て
：冷
靜
攻«

察
を
下
乙
得
义
か
つ
た.。
«

り
て
フ
王
が
玉
位
を
救
ふ
た
め
、
:-
X
#
權
階
級
Q
裳
撳
代
ょ
：

っ

て

掘

丰

げ

ら

れ

灌

陷I

す
れ
f

、.
翼

I

へ

:'
^

S

み
^

そ
-0
熝

に1

つ
の
：大
ぶ
名：

錯
誤
を
犯
し
て
居
つ..た
。
何
故
か
な
れ_

、
：被
：雄
、パ
王
位:？
:
漱
*
迄
同
時
k

”
社
#
的
觖
：
 

«

の
根
« ;
れ
；
特

權

階
:»
迄
救
:6
4
^
い
せ
取
っ
^
居
っ
^
か

:-
&
で
：あ
-;
'5,

。
し.
か

汽

：
、
；彼

；ば

:̂
,0
矛
盾
^
殆
;/
1
^
氣

 ̂

ひ
て
唐
ら
な
か':
0
^
0:
:
:
:
:
:
.
,

主
を
亡
す
も
'0
は
、.
當
然
、
之
0
矛
盾
し
た
且
慘
め
な
政
；策0
結
果
で
'«
け
取
ば
|

攻
か
つ
：た
々
采
し
て
主0: 

か 
>
る
矛
盾
し
た
]1.
度
は
、
あ
ら
妙
る
方
面
に
於
て
、
醫
し
ラ
ベ
か
々
^7P

,

の
を
悉.
ベ
翳
し
ぅ
べ
か
ら
ざ
る
劣
：の
代 

し
て
し
ま
つ^
の
で
あ.
る
。

:.
: 

■■ 
r

 

5
 

ニ 

J
§ J

a
il  o

p
.

:o
it. p.  

6
4.

第
二
十
三
卷(

七
UI
'5
ー
七
八
九
尔
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
第
三
階
級

 

第
五
掘.

八I.



■

■a,

 

^
0
- 

V\
I
I

:■
I
s

 诹 
®

*;
A
葡
民
議
會.
.
.
.■■
:

:
:
軍

凝

#:
、
茁—

僻
不
斷
k
其
財
政
狀
態^
ょ
0:
て
脅
か
9
れ
：て
居
0
括
い
王
：の
有
ず」

る
收 

痛
/̂
i
:
ゼ
翁
來
不
驵̂

;
农

馨
'̂
遂

?1
:
ザ«

ゆ

丧
/-
0
ォ
-:
■!
ヌ̂

プ

，
繼
:.
»

«

1
あ

^

^

、

ブ
：
メ

リ

カ

，
の
.
®
立

拨

：.

助

蒙

’ v

渡

集

*
^

^
及

響

■

相
^
道

f

麗

疆

■

■
摩
_

霖

奪

變

康

久

M
養

%
親

ん

炎

难
* .
#:
、
隱
す
：髮

ぐ

收

支
決
算
表̂

現
れ
た
0:
:で

あ

：る

。

從

づ

：
て

 
>
 
君
主
政
治
は
、
無
现
算
段
の
金
：
 

_

务
资
着
#
V3
c
f
て
、

あ
ち
嗍
る_

繁

管
«

.0
賓
铷
-5
:
增
加
欹
る
#
凇
:3
:
'嗲

'1
:

ィ
ッ
令.
-V「

二

潔

逆

於

ち

言

葉

を

藉
.々
て

來

漱

ば

、
：

「

槪

し

て

心

靈
§
ぶ
事
柄«

ぼ
、
イ
顯
罢
1.
叉
搶
を
^
^

敉
*
ぬ
濰
孩
瑕
波
德
噴
啦
て
ゐ
欢4
夕
介
フ
ラ.
V
ス
赚
、«

猶
^

つ
-;

<:
や
^

ー
 
そ
與
を
消
赞
如
ゆ:>
顧
寧
§
市
^
® 

を
«
鄭

.3
:.
べ
猾
^
允
與
次」

.
の
で
あ
る
。

：

:
m
'L
、.
.
^
八
九
部
农
游
光
<'
«
1̂
べ
て
办
|.

^
る
％
避
#
識
摩
果
:̂
、
了
りV

、
：

王
抱
樣
財
政
猶
修
局g
ft
& '
o
v- 

0

^

0

そ
之
で
、E

還

0
::
|
:

:|
:

^
^
召
集.
し
て
之
を
奮
漆
體
炎_

る

痛

が

霧

狀
^

耍
ミ
な
づ
た
。：-H
君

 ̂

^

备

货
=#
t t
*
;.
f
fl
i;R
.-
?l;の.w

ta
ts

-c
)
-;
s
'
6
.'
3u
x 

へ
^
1
階
猶.
ど
:̂
て

5̂
5隹
0-
齋
.
0
1
;ぬ
昏 

^
て
棄
り
-^
:,
0
^
漱
士«

典
^
於
ヤ
見
るV

、

:w
t
s.

-s
n
かrau

x
:

«
ニ 
：渡
な
€

ず
^
^
«
竭
翁
塒
收
於
て«
*
埤
 

け
フ
隹
の
身
教
の̂

傭
士
猶
犁
に
確
保
し
尨̂

&

畲
親
織
灰
は
全
然̂

れ
^

い
^
泣
藥
づ
^ :
^
 S

:

で
あ
名
。
：攔
：
 

歲
吻
危
急
:̂
翁
しv

-wta
ts  

G

霖

ra
u

x

が
耍
求
さ
れ
る̂

は
、
か
、
る
歷
爽
的
现
甶
が
フ
ラ
シ
ス
人
の®
«
ic
IB
Iv- 

靡
^
奶
戈
涂
ち
梵
淼
づ
た
：。；

.
濘
費
、
搂

し

箪

命

の

黩

駕

が

療/:
<-
«
か
ゅ
^

^

.
然

を
.
今
は
*
^
がM

れ
を
許
さ
^
い
。1

七
八
九
#
忙
は
/
財
政
土
め
弊
寄
は
甚
^
极
深
べ
フ
叉
甚
だ
幔
性
钇

.

.

.

.
I.. 

* 

« 

- 

:~ 

4
* 

1
\ 

• 

• 

• 

- 

„ 

. 

» 

*•• 

•

.%
;
»
• 

• 

..i. 

» 

• 

■ 

• 

\ 

* 

* 

-• 

. 

一 

• 

... 

•
•
•
•
•
• 

' 

• 

.• 

I--

な
つ
て
源
宄
か
ら
如
て‘、
世
火
#

、
貴
族
僧
侶
§.
課
稅
上.
ぬ

.#
權
1C
指
を
顧
水M

:

い

;%
之
れ
::
|:
治
療
も
'»
な
务
つ
：
5 

姐a
、：

z
^
a
s
，
漱

隶

均

霞

外
9
1̂
:

を
，侧
揭.

^

吒
-@
#
か
り
*
^
^
;̂
:

之
の
、接»

程
谏
も_

_
 

靡
豸4

な
も
の
で.
濟
ん
東
で
ぁ
ち
ぅ
せ
：林
流
分
推
龙
出
來
.
嗲
。
又
#
時.
の
；特
襁
者#
镦

も

、

か

、

る
：
程

鹿

:0
-«
步

な 

ら

ば

左
.

^
た
，
異

議

本

碧

挾

球

2;
寬

容

味

持

り

七

居

つ

彻

せ

.«
は

軚

る.?

，
宗
备
濮
が
ヤ
七
八
九
年
苯
月
芄
日
に、
w
l 

o
f
 
I

で
國
家
0
財
政
狀
f

示
し
た
時
、
彼
は
五
千
六
百

• 

• 

• 

: 

» 

• 

,
•
-
•
•
•
•
. 

. 

f 

• 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

<

0
^
.
1
^
グ
泠
不
足
羞
鲲
^

て
ゐ
务
。
然
し
、：
：ぇ

れ.«
:»
な
：
る

收

家

の
-»
.0
霞

ぁ
0
^:
、

财

麻

土

の

衰

蜷

逾

要
 

な
弱
勸
は
诔
か
つ
た
：。

「

爲
ぶ
す
猶
呔
农
事
從
こ̂.
不
鹿
は
將
哦
へ.

ふ
:«
で
*

つ
，作
。

.1、：

七
^

舟
啤
の
^
月
の
赖
#
嚇
、'.
;
-0
附
猶
:̂
の
形
：式
に.
ょ
#
^
1

'#
黑

錄

の
<

ダ
月
の
两
金
^ .
し
て
：
..一::鐵
屯
千
1:1酋
潇
？
|

^
グ
を
豫
^
 ̂

:

/ 

J 

. 

•». 

, 

• 

* 

- 

•• 

. 

V 

' 

.
-
j

v 

.. 

*

. 

\ 

•• 

■

'
#
如
、
、論

-«
4
S
嫌

次
:̂
:靼

^
-»
廉.
凋
復
0
み
が
目
舶
で#

っ̂

な
&
«

.
.»

^
^
^
|
.̂

せ
,1
1
)
«

し
■#
.«
:

^
^
の

^

^

^

か
の

 

.

:•
&

.、
ic
:
至
'̂
^

殆

:4
^
1
p
^
7
^

»̂
:̂
>

ŝ
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Î

等
の
骸
骨
は
；、'
遒
行
く
M
褪
着
の
農
夫.

も
'
短
的
な
燦
歡
性b
が
持
だ
^
邀
樂
の»

飢
妳
凇
能
：ば
册
ぞ
動
が
す
に»

脚
0 :
に
不
充
分
、で 

へ 

“
然
ら
ぼ
フ
恰
も
職
氟
齡
ぅ
突
然
農
民
ぢ
束
縳
ず
を
鐡
鎖
を
走
か
過
ぎ
で
彼
等
の
心
に
で
も
感
應
し
た
如
く
、

 

I

七 

A

A
# :
の
農
夫
を
じ
负
突
如
勃
起
せL>
め
f t
者
は
何
者
で
あ
つ
，た
かa

.•
■
、
 

.

.■

ハ
な
ゆ
不
#
M
議
な
光
靠
咪
、：：

：

哲
擧
ぬ
■ 

 ̂̂

ポ
矜
職
級
0 -
啟
要
素
が
ら
馨
せ̂

株
拎
も
ゆ
で
ぁ
づ
尨
タ
十
：八
®
紙 

の
フ
一
ス̂

ス
^
於
げ
爹
ス
ー
フ
ィ
ゾ
ク
ス
た
.
る

E
î

-c
s^

ra
u

k

ハ
の
本
體5?
:陳
ぎ
^-
か
1 !
歧
(3
:-
、
ミ
ゆ
1
1太
喪
素
»
奪 

眺
は
本
^ :
れ
成
な
^
^ .
'
而
も
ご
こ
&
ニ
瀣
の
啪
、'-.
'
'後
：象
敬
龙
於
、-
方
ラ>
 
太

革

命

劇

ば

：於

で

味

、
'
前

者

ょ

々

も

遙
 

か
は
葙
甩
氟
役
割
を
演
じ
て
ゅ
氙
？
 

JI
ぼ
竑
琪
命
ゆ
原&_

じ
で
锻
學
き
論
じ
：尨
後
、
奪

&

灿
為
斷
定
を
下
し
で 

i

d

R

荐
し
：

T

大
變
第
砍
利
益
幺
も』

7
而
7
^
4
牧
2 :
;
生

成

：し5:.
)
る『

雜_

會
階_

が
存
在
し
$
ゐ
ぬ
か
タ

 ̂

 ̂

,:
: 

X
.
.
.
.
い

..
:
.;
.
.
、
.
:,
■
 

a 

 ̂

V

. 

.,,
,̂
;.
.̂.
v̂ 
X- 
.̂.- ..

^
 
..:ぐ

；:;.;.
:.,
:'
'..
:.
;-
'.
> 

 ̂- 

V.

.

.

.
ゾ
：.

:.....:

遷
 

k 

霞

.：5
4
-

:'
-
-
v
;
巴

..：ノ
,
べ
ン
デ

-:
;
;
5 

パ

-
.
.
'
.
.

」

：
:.
:
,
.

1
輯
ぃ
第
要
斷_

の
顱
^
,
.
”
：
十 

\
#
推
伽
紀
_̂

で
れ
飲
3 :.
階,

懷
穴
^
オ
ダ《

ョ
デ
階
鈒
0
狀
1
に
大
な
吝
變
化
が
顧
つ
た0
即
ち
、
產
寒
の
轉 

0

0

 ̂

乙
0;_

產
，_

於
#

'̂ . »
#
bv
s
i:-
'\-
:

® 
し

拿

：§

§•:
>

■

财
 

»
槳

：
の»
#
^
枇
« :
し
％. 

術i

ば

取

办

儆

钇
#
加_

で

行§
%_

1
兮
^
藥

®
:
s
:i
:;
r
A

m :
e
_

_

松
§
§
#
域
£ ;
が

f

i

i :
ff
i

^
® :
5 |
ル
载
に
赞
§<
:
:究

^
2 :
;
#

霖
_
 

敗

歡

A
4 j
y



S

十
i
 

5 :
ル
絮
に
於
ね
p

-

の
齡1:

駆

：
 

霞
五
：舰

.
A.
W 

C:
:

の

はa

會

進

麥0 ..
法

則#
粉cv

マ

‘
*
方
#
各
® ;
齡_

#

鄭

比

犯̂

が

む

'騰

變

或

表*
族
0
如

ざ

ば

、

自Q-
-叹
階_

^
|

顧

み

て

瞭̂
;

^
§ .._

ば

、
，
ぐ
乙
か
樣

^

^
雛
岭
^

^
ゼ
漱
歡
ぱ
て
敗
吹_

(:
;
[
'
: 

舟
&.
0
て
4
る
。

「

貴
換
.ば
徐
撒
5:
-
:
'
贫
1 ;
:
て
奴
妒
^
,
拘
&:
:於
'

'«
0'
-
_

_

_

驗
の
^

三
階
級
ば
>
彼
等

0.
-財
：產
を
渙
繼
い「

で
ね
る」

.
ど
バ
き
1_
.
5
ド 

.
■:
'
"
ぶ
:.

:
:
:::
■■ 

然
ら
ぼ

、第
三
階
級
0
磐
_

聽
ば
侧
勝
か
ら
初
り
た
0 :
で
ぁ
る
か

'0
. 

こ
0
企
業
、
商
業
':
'>

投
機
事
業
、
：及
財
產
の
大
發
黡
は
、
そ
れ
：以
前
が
&'
:
«
い「

て
は
居
づ
た
が
、
特
に
：John  Law

 

S
I

I
%
0
I

^

^
O

第
一
ニ
階
級
勃
興
の
因
ぞ
署.
,
1
^
の.
經
濟
政
策
の
辍
果
を_

0
|
隹
2

の 

諷
ま
を.
以
つ
て
現
せ
ば
、1

波
斯
人
ば
が
ぅ
書
い
た
。「

半
年
前
に
富
ん
：で
居
た
凡
て
の
人
々
は
今
0
<
の
©
に
ぁ
る
。 

嘗0

で.
々
シ
を
持
た
灰
か
0.
た
人.

が
、
，一!1
1萬
^ :.
擁
し
^
ゐ
ざ.
0
;
:
.
.

が
の
'外
»
人
ば
、
：* :
瀞
屋
が
■*
服

の

裏^'
し 

? :
■
す
る
如
く
、
國
の
上
下
：を
轉
倒
次
し
た
。
成
上
ダ
た
を
者
^：
ど
ヶ
て
は
、■-
■
い
；̂
»

* -
^ ;
ヶ
[ ;
>.
い
か
め
f
ぃ
じ# 

ざ
‘
^
榮
達
な
か
し
^:
:0
神
^
雖
も
、
か
：く
速
が
に
人
ダ
を
無

1'
.办
3|
:
上.
げ
比
0
冬
れ
0
幾
人
0*
下
男
が
、

.-
;今
そ
の 

诹
鄯
妃
侍
か
れ
て
ゐ

^
が
フ
恐
ら
ぐ
明
日
は
；、
：

•̂
の
蕾
主
人̂侍
か
れ
る̂
^
0
:
ぁ
ら.
1

」

士 CSDOV,

.

之

れ

を

數

字

ic
#

せ

ば

1

1

七

ー

ー

0 .
年

に
 

 ̂

 ̂

^

 

^ 

 ̂

> 

• 

w

 

L

 

C
 

^

 

^

 

八

铝

に

I

億

九

辛

ー

1
斯

萬

?:
數

.ベ

^

佛

國

の

®

出

额

ぼ

、
パ

1

ゼ

五

波

禁

忆

.

_

«

淹

^ :
七

如

萬

.

' 

|
七

七

六

#

ぬ

比
 

三

億

九

瓦

腐

，

.

1
七

八

：八

银

ゆ

は

}】

1
億

芄

：千

四

宵

萬

を

數

^ :
る

：̂

至

づ

た

。

一

七

八

〉

5

^

N
e
c
k
e
r

は

：「

吾

人

は

 

1

取

H

 
二

百

蹿

の

消

費

.稅

の

增

加

を

見

越

.し

て

可

な

：

6」

.
i

含

：て

ゐ

る

。
.

•
か

<-
'
'して
形
成
攻
れ
忆
資
本
は
何
所
べ
行“

&
か
5
こ
れ
は
;>
:
货
づ
#
ケ

は

每

谷

べ

各

凝

問

で

ぁ

ケ

た

$

找
資
を
复
手
を
ゆ
ば
し
て
翦
求
し
て
居
つ
た
も©
は
V.
特
^
ぞ
の
筆
頭
5 :-
#
す
%

Q
ば
、.
外
な
ら«

國
王
其
人
>
‘
翁 

主
政
自
體
、
.
及
そ
れ
に
隨
伴t i
る
貴
族
で
あ
つ̂

。

(  

■ 

:

マ
邊
久
呤
昔
が
ら̂
牝
牛
の
腹
の
中
ゆ
犢
を
喰
ひ
、
',
現
年
度
か
ら#
年
度
の
生
產
に
迄
喰
込
ん
で
ゐ
名

」

政
府
は
.、

ざ
i

し
て
も「

富
釔
生
み
？
且o
貯H

る
#
1

の_

體
浪
る
1 ;
浮
險_

」

：
が
ら
前
賢^
受
け
ね
ぼ
身
を
維
持
じ
得S ' 

於
つ
た
.0
そ
れ
に
、.
政
：#
は
、
そ
の
體
面
记
ょCV

て
、
睛
方
八
方_
の
：有
カ
な.
靖
三
霞»

加
ら
個
人
的
に
も
借
金11
る 

#
於
出
來
た
の
で
あ.
る
。「

^
然
1>
;-
、--
:
敗
苻
於
1.
般
の
偾
務
者
^
な
る
や
否
や
、
.
最

皁

政

：治

上
0 :
講
事
件
»-
、
獨
：&
王
の
占
守
す
る
事
項
,
な
ぐ

な
つ
セ
了
ダ
Z
^
に
'街
意
1,
-
な
け
れ
^
を
ら
ぬ
0
;.
:-
就
降
代
に
於
で
ぬ-'
'個
人
§
財
餘
ば
其
關
係
を
國
家
財
敗
ゆ4
に

撕
多
て
居
あ
か
つ.
把
於
、
む
、
^
於
て
ぱ
事
情
が
|
變
し
で̂
0

た
。
前
曝
代
^

於
て
ば
>

ー

公

典

的

罪

：感

货

あ

な

た
財
败
的
先
肷
^ ;
:;
:
令
で
ぬ
、
戴
千
の
‘象_

に
對
す
る
災
« ;
ぬ
? :
;

0 .
セ

魂

れ

，
る

に

蚕
0
た
：？

し

か

も

、
ー

&

«1
;_

# ;
5 :-
有
^ ;
る

者
.-

>,
擻
言
^

^
ば
敗
府
0 ;
公
公
偾
が
所
有
す
る
者
、
敗
麻
办
有
給
使
用
人
仿
る
者
、
政
府
^
の
：取
.引

に
胤
惑
を
行
つf
な

る

人

の«'
^

、

〈

政

府

：が

窮

迫

ず

れ

ば

す

る

#

增

加

し

で

行
0 ;.
把

§
¥

あ

る:9
從

つ

で;;
>
政

府̂

« :
し

仏6.
乙.
が

は

偾

機

者

拎

る

國

.
民

の#

1,
:

ひ

芑̂

ろ

，_

#
泰_

は_

民
0 .
破

靡

を

齋
_

る

に

至̂

.

一

■•
:-:
紙
4 :
祀>.
常
^
倉

无

ヒ

超» '
龙

衣

行

政

*

に

條

^ :
#

て
:?
:
像
^ '
服
を
細』

な
か
哓
概
政
府
ば
、
之
れ
祀̂

赏
化
し
で
效
楽
あ
る
龙
览? :-
;
施

し

得

な

_

^

^

。

^
庥

は

：
乙

れ

ど

_

藤

あ

を

苁

拖

薇

以

て

;>
每

開
#
ぞ

最

％

飾» :
で

は

：
あ

る

％

、

國

域

全

體

：に

.
？

分

で

ば*
も
#
蓥

私^
#

^ :
ポ
^..
;
外

贮# -
拎

な

，
か

つ
^

1
^

3

動

? :
'
'
ば
去

ぶ

、
ぃ
プ
ラ
：シ
ス-

滕

あ

ば

ゥ

賣« :
^ ,
^ .
把

玉

鼠

財

齡

賴

麗

派

_

を

1>
:
;
_

同

收

ざ

れ̂
众

、
'
興̂

. 

.

.

.
 

.

.-■

第
二
十
三
备(

七
三
ギ)

一
七
八
九
年
に
於
饮
る
フ
デ
シ
ス
©
第
三
階
紙
' 

第

芄

燄

A:.
九



§

£ .
•

:.
邊

菩

i

龙

，馨
^

^
安

字
5

:1
=

^

 ̂

豪

ょ

ぎ

ら
n :
g
猶
利
赘
嵌.

^

^
破
棄
燦
曝
雜^
抝
^

離

塞

_̂

_

■

傲
^
:

趣
書
性
：

s
:0

^
、：：

盤
^
ぼ
11
:
#
が

ず

：

術

紱

ぱ

、
，
巴
11
^
赓
壯
^
瑯
#
^
« *
へ「

款
电
靡
.̂
 s

緣
齡
^
鶴
じ
ぜ
@
6

¥
金
跡
#
先
^
資
本
家
ト
獄
孩
に,

續
S
省
S

い
g.

犬
#

め
樣
ぞ
ら
执^

^

^

^
突
齡_

逝
妒
を
氣
ガ,
_

を
且
藤
* -
«

舡
絕
齡
權
—

貪
 

僚
政
治
办
雜
制
め#
戒
免
5i
l

®

f t-

^

# :.

^ i
階
■
的
地
#
^
反
®

し
^
を_

淞
分
糖
f
CT
>

で
妆
：饿
忆
ヘ 

.

\  
然
以
ク•
政
府
0 :
'
無
»

見
«|
,、

亂

時

吆
»
w

階_

唆
.
商
人
及
靡
徵
寒
煮§

F

f

特
權
l i-
:

f

糜_

#
繼

.
の
*:
格

を

享

有

私
 

次
れ
各
立
場
に&

f
 
J
 

f

 s

 
5_

»

s

高_

_

德
■

道
■
的

壁

妬

激_

_

呢_

:

酿
像
し
也
f

貴
藤. 

R
留
保
さ
れ
付
がs

■
ゆ

武

龙

ば

外

：

i

卸

B

1

 

通
跤
で
>,
フ
ラ
シ
み
に
ミ
づ
て
不
利
益
な
商
業
上
の
條
伴
ゃ
、
|

多
い
植
民
地
0 ;
:
喪
失
を
以
づ
：て
局̂

戰
领
は
一
クi
 
な.
か
：

な
：， K

。
」

ユ
h
i

m
X
A 

-
r3 '
:
_

f
s
v

ミ

’

V

テ
4
 

C
S

蕩

I

年5
..

か1

和
條
紛
皆i

和

翁

^

外
®
實

湯

滎
■
§
.

最

も
®
_

觥

搪

嫩#■
•
の
'.
5

顏
 

>
:

, ;
■.

•
:次
.̂
.

内
に
於
で
は
，« f
封_
_
.
_

M
が
し
S
ぶ
商
幾
を
妨
喾
し
た
。
各
地
方
は
各
自
一
小
國
家
の
如
^.,

®
 ̂

養

。
®
命
#
關
：係
に
於
で
、
へ
撖
有
吹
巍
觀
、© '.
貧
の-

敗
幺
推
?>,

$
鯽
称
咨_

,

各
牙
で
、'
修
0 -
部
分
#
ら
棒

醱S

伽
て
鹿
调
改
»
懈
^
鳅
摩
薪
並
办
泌
伤
« ;
ぷ
带
墩
卿
卞
鑛
關
稅
、
道
路
關
桃
€
ば
國
內
取
51
の
自
由
を
殆 

贫
騰
雜
^:
せ
衝
ヴ
仡
？
が
本
黎
支
細
か
6--
ブ

 ̂

 ̂
m

^

0

s

§

$

^

M

S

0

§

0
 

鉍
釦
衡
格
：§
僅
か
-;
1.
ー
エ
傲
办
逾
四
倍
呤
騰

*
す
分
ぬ
す
ぎ
妳
ゆ
睽
、.
'ォ
が.
レ
先》

^

M

 

ド』

瀞
1 -
へ
逾
职
は
旅
呔
を
氣
称
吹
綠
* ;
0
^
办
條
段
樣
少
<|
;

「

|

な
つ
^ ,
居
姨
r

め

奪

萨

ぇ

戚

#
痕

響

^
免
か
ぢ
-:
!
':
:
:-:
:
.
,ぺ

::
■•
.
: 

0

、ーい

..
:
: 

■.
:
.

.

:-
:
!
嫩
1

#
_
於
强
か
私
51
§.
曜
5:
;
&
ぁ
疋
餘
杈
办_

%
3

» :
族
©
特
權
^
倒
31-
^
棘
：&
^ ;.
^
^

配

勒

玉

m
封

建

錄

时

ぬ

施

也_

修
枣
获
瞧
#
ぱ
槲
戮
說
れ
從
比
衝
ら
贫
が：

つ
れ
メ
1
» :

:̂
:
碗_

取
跃
の
%
孤
^
^
味
^ ;
今
0 .
©
ゐ
教
^
ス
銀
#
«-
隊,

ゆ«
*
^
尊
つ
て
居
つ
0
 ̂

A
ESCO

m
pte

ゆ

繁

％

»
« :
放
/@-
.

次
れ»
說
次
作
极
女
^
れ
#

い5:
:
执
^

「

^
浓
眺
赚
財
政
办
危»

応
勝
^
货
.
暴
办
^
偕

•.
:へ
-:
:.
:.;..

'.:-
ゼ
ミ

枝
の
货
|3
;
:綮
叙
贷
塊
4
#.

齡
垮
辦
%
ぼ
#
レ
で
1
^
0 :
鍊
愈
釔
忝
じ
た0-
で
ぁ
杏<

同
« ;
紙
合
が
'
其
不
愉̂
^
^

#
者
細
^
資
本
i

盼
»
#
釔
吡
來
各
丈
苦
^
め
又
® '
截
ぬ
垮
义
硌
並
蝥
®
錄
瑯
^

^
主_

敞
^
業
も
傲
«

じ 

た
ネ.
幼
^
期
蟛
#
妒
を»
#
1
|
築
蟢
»

】

餐
は
％
方

法

屢

^
て
綠
<>
餘
教
歡
怍
帑
い
^
;.
?;
旣
は_

获-
鹿
^ ,
進
：
 

淑
し
咚
五
翁
を
十
槐
世
紀
吹
觀
钥
扇
ゲ1

述_

#
馨

載
_

言
^
如
鄺
吮
段_
_
#
な
遍
氣
%_

霉

馮

槳

^

 ̂
g#
K_

、K;
o '
¥
新

議

^
紙
げ
が
蹰
雛
^
^
少
^

^
&
雇

^
命
藤
攻
成
缺
^
^

稱̂
把
纖
岸
：̂
^
^
^

«*
'
#
!

%
®'
B
_

サ
セ| :
奪
ゅ
豫
を
ス

.̂-
^
界
©,
塗

蒙 

藥

锨

九^



^

1

0
 

c
l
四)

r

七
八
馨
袅
f
K
r

ンk
.

の
纖
i

_

.

'

5
 

ー
フ
黧
が
桔
搲
.じ

1:
,
.:
行
€
が

戍

澄

咚

：ハ
一"切
砍

改

參

鄺_

把
^

じ
：逨
|
#
採

用

じ

て

行

か

啟

_

な
を
な
；§
 々

秸

翁

味

^
於

望

励

樂

組

合

盼

制

限

及

會

綠̂

^

0 .
锨
廢
は>
,

^
^
§
称

|_

©
.

1

さ
ぼ 

.

4

$

許
資
本
主
義
的0
藥
#

死

澈

問

題

塞

、裳
#

ダ
だ
。.

^
^
 

;の
敝
發
ゼ
_
择 

て
失
敗
|1,-
祐
？
：彼
％
動
敗©'
た
ゆ
で
花
ぐ
で
寧̂

、
：：
特# |
:
者

が

彼̂
»
^

5
 
0大

■

が

政

當

革

命

^

^
求

ず

當

も

赛

戀

あ

寒

。
.：

：  

.

.
ロ

傲
^

の

公

：傭

總

_

^
何
程
に
^

^
じ.
て

居

，
つ

务
^

^
友
ふ
$
|

七
八
九
礙
^ :
卜
'

^
8 ,
^
す
^
ょ

つ「

て
oヾ
o'.-
-?* 

S
titu

a
n

te
k

提
出_
さ
れ
た»
^
ょ
れ
ば
、
公
偾
の
額
は̂

十
四
億
六
千
七
首
萬̂

上
^-
て
居
つ
お
。
此
總
領
の
外
こ 

終
身
年
金
は
卡.
傲
芄
#
萬
^
及
び
:̂
永
久
年
金
ば
十
億
ニ
辛
萬
に.上
^
.
で

鹿

分
 

式
ぱ
何
れ
纪
妒
あ
啟:'
:

^
れ
は
手
形
瓛
は
偾
券
化
ょ
黎
麻
さ
れ
於
居1

;0
:
:
:- 

.:
こ
れ
：妃
つ
い
て>
 

|
亿
注
齎
ず
：べ§
事
ば
、
か

免

る

素
«-
;
負
傲
を
國
象
私
負_

^

國
の
最
後
：の
豫
算
に
は
グ
ル
_
ジ
,;
3
ァ
階
級
的
歡
算
の
漱
質^ :
特
長
が.
现
枚
セ
履
贫
弗
。
_
名
事
で
あ
る
。
郎
ち
>
 

E
. 

國
の
最
後
の
豫
算
表̂

ば,
.
其
資
源
：の
半
分
が
負
傲
の
愤
却̂
充
で
6
れ
巧
每
举
科
チ
に
充
當
さ
れ§--
«.
31
^
4 ; 

.は
フ
ラ
ン
ス0
全
土
地
收
益
办
十
分
攻-
代
相
當
し
て
居
づ
だ
。
借
入
、
利
子
、
元
利
支
柳
、か
、
る
言
葉
が
其
大 

咅
分
を占

：®

て
ゐ
る
豫
氣
表
は
、
‘取
ネ
靡
ざ
ず
資
本
主
義̂:
：實
行
:̂

れ

；
セ

ゐ

る

社

會

^;
0 .
&
存

，|̂
:.̂

る

も

：
0 .
:
ビ«

は

.： 

5

ば
:®
'
:
&ぬ
？

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
乂k
は
資
本
主
義
ば
嚴
然€
し

て

存

在

：し

：で

.
緝
0.
た
の
で
あ
气
、̂--
^

:.
|£
に
適
切
な
他
の
言
葉2;
目
表
せ
ぼ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
«
ば
勝
浩
的̂
翁
世
國
家
を
榄
奪
す
る
.前̂

、.
债
權
{?
:
ょ
0 

て
豫
め
，
財
政
的
忙
近
代
國
象(?
>
主
^

っ
七
.居
->
た
#.
で

あ「

る
;^
，
:
，「

,:
:

:

...
:
,

,
.

伹
し
、
乙
の
财
政
的
苯
命
勢
カ
セ
ぁ
る
公
積
所
有
者
0
數
は
近
似
値
的̂

す
ち
數〗
へ
る_

は
沐
可
能
で
ぁ
々
セ1° 

N
e

c
f  

.
は

Etats  

G
t
r
a

u
x

に
擺
出
し
た
報.
吿
#
に
於
て
、
公.
偾
の
大
部
分
は
無
記
名
で
，、
あ
ち
ゆ
る
種
類
に
分 

れ
て
ゐ
るW

一K
o

て
ゐ
る
。
被
は
、
：
そ
れ
か
ら
ず
つ̂
後
|2
:

‘、
そ
れ
::
?:
記
名
锻
券
^
# :_

へ
る
こ
^
? :
提
«
^

^
が
、

Z
の
企
は
遺
慽
な
が
ら®

行
さ
れ
な
か
ゥ
た
。
若
し
、
實
行
忿
れ
セ
居
つ
た
苽
尨
ば
；、

,
：我
：：々

は
事
實
代
近
ぃ
數
を
知

■ .  _
 

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
••
•

*.
..
.

 
. 

'•.
•••-
. 

.
*••
,:.

、
•• 

,
 

.

る
之
ビ
が
忉
來
：て
甚
だ
典
味
深
い

'
.
%の
が
#

つ
た
事
せ#

^

.:
;
0

:
:.
.
:

’
然
し
、：
我
々
は
、
其
所
有
者
が
多
數
で
あ
つ
た
事
及
其_

有
者
は
殆
ん
ず
巴
«
代
集
：0
允
居
0
た
事
セ
い
；ふ
丈
は

想
像
^
來
岑
。
何
故
そ
め
歡
が
多
擻
で
あ
つ
た
幺
想
定
す
る
か
^
会
ふ
に
"
後
述
ず
名
如
く
"
當
時
の
大
資
本
家
金

' .
.
.• 
• 
■ 

■

• 

• 

•'•••
:•- 

., 

.

融
家.
は
、
か
、
名
危
險
多
会
公
僚
を
全
部
自
分
達
の
竽
に
引
受
：け

'5
程
愚
亦
：で
^
办
つ
允
。
彼
等
祗
其
中1

部
分
を 

其
檄
所
省
乙
て
、
大
部
分
は
乙
れ
を
、.

中

及

小

；の
，
ブ

.V
.

ジ
ョ
ァ
階

*
せ
抑
C
V
.W
*
.T
C:
、
危
：撒
に
轉
嫁
す
る
方
法
を 

熟

彻

し

て

居

，つ

た

.
か
ふ
で
あ
る
。，
又
何
故
に
彼
等
は
：殆
ん
#
©
«
に.

ん
弋
截
冷
作
鴻
の
飞
输
宠
す
^
か
ビ
资
ぼ 

ic
、
紙
#
信
用
を
の
％
の
は
、
僻
她
僻
村
ど
ま
で
沄
は
な
く
：て
も
首
府
か
ら
甚
龙
し 
<
離
；れ
ヤ
渴
0
た
地
方
^
ま
で. 

宣
f

れ

理

解

兵
5

は

餘

さ

近

：代

的

產

物

|

1

嗜

鍾

フ
ラ
ン
ス
社
看
祀
於
：て
媒
、；
之
の
種
の
信
用
が
普
及
す
^
^

推
'#
だ
*
如
部
^
を
必
^
ゼ
次
义
靜
で
あ
ジ
た
か
ら
で 

あ
る
。..
加
之
、
當
時
紀
あ
つ
て
は
、
'
今
日
の
如
：ィ
、;|
1
|
家
'0
有
價
證
券
を
遠_

が
取
引
^
得
る«

な
凌
融
機
關
は、
^
^
^

 

ァ
ム
ス
テ
ダ
ダ
ム
、
デ
ュ
ネ
バ
及

>>
ゾ
ブ
ガ
グ
の
«

な
大
^

^
を
除
い
て
桃
ず
殆
ん
翁..
#
在
し
て
ゐ
苽
吻
つ
痛S
云
パ 

■り
て
ょ
か
つ
仅
。
從
つ
て
"
厕
家
の
«
«
罾
は
殆
ん
ざ
EL
M
R_

々
、
la
M
は
：彼
等
^
奪CV

て
、
特
^
必
喪
な
都
市
、 

公
俊
の
首
府
で
あ
つ
た
の
で
あ
る.;
:
°
そ
し
て
、
乙
の
現
象:(
*
第
£
階
»

を
し
て
、
ま
然
：砍
ブ
大
勢
カ
を
構
成
せ
^
め

♦ -
*•
‘
.

、••

て
•>• • 

••••.» . 

• 
■. 

........ 
•. 

•• 
..
*...

部11屮

三
卷.

$

—

)

ー
七.八
九
年
に
：於.«
-

备
フ
ラ
ソ
タ
多
笫1
1
1
階
鳅 

笫
茁
铖 

i



垄

屮

孝

_

着 

ー1 -
馨

菜

炒

令
5

:£
#
«
_
 

. 
■ 
0

0

资

：

^

:®
り
农o

分
散
ょ
:-

&
4
-'
*
卿
をn

1C
ゐ
^0

策
が,

*■
:
處
全
■
功
な_

會
カ
:̂
^
名

.&
媒
ゅ
女
，こ
必

製

綠

滌

件

.で

■

-^
つ
货
必
ザ
あ
る̂

.
:

:

::
;
:
，
-
ザ.
3
 

べ..
：
..) .
ニ：：
.,
:
.
:
:$ 

'
'

.

.

.

.
::
...

,

眉
#

代
0
*
擦

令3
^
舴
を_

嚷

に

凌

：
蹬

し

ぼ

:*.

1_
,
 

!
a
間
办
ら
？
彼
■■
:■

■
■ 

Q
:

徽
府
乘
:«
產
：

澗
凇
吧a

敗
住
^
で
ゐ
成
殆
ん_

_

麵
て
の
^ :
傲
讚
澈
傭
を：

激
寒
紫
唯
把
ポ
書
送
ぬ̂

N

f,

似
”

,

瀹

$

政

靡

_

&

證

奮

-

^

难

：
.'■
■
&
JE
の

;®
:K
^
I
I;-
#

春

迦

W

、:.
«

'«
,«
激
-*
康
#
3£
-«
必

最

康

都

動
.,
0

_

歌:^
外
;«
:
::
&
:
^
X 

斷

言

し

K

 

ね

兔
 

V

要

之

思

里:^
於

.#
名

塞

1
詹
廉
漱
淹
債
衡
府.1
<
:
ぬ̂
^
い
 

一■
^

■
?
:̂
1&-
-
^

驰̂
位
^

&
つ
^
.ぬ
交
あ
る
？

々
れ
ぶ
:^
;«
し

て

淑

べ
^

し
夕
泰
處
階
橛
が
册̂
璀
論
働
錮
象
逮
議̂

き
爲
階
級
ぬ
有
閑̂
 ̂

汾
康
猶
用
对
名:̂
;&
«

^

 

 ̂

 ̂

^
 

 ̂

從
0 
て
、
*
代
 ̂

鐵
傘
_
ム
愁
を
麂
衷
て
ゐ:6
人

々
脒
、0
 ̂Q:
谁
淮
*

#
纖
次
名
本
彩
拉
就_
--
«

身
凝
«
}(
>
て

Z
0
0 
e
..
<
a 

ァ
^

®

R爾
て
，.彼
谱
:0
摘
■
ず
w
;:
&
味
方
、
代
隶
ゼ#

_
痛

:«
欲
ぶ
^
海;$
;
首
馓
;^
發
見
：:;
;1,

允
:0
で
^g

'/
2
9
レ
：
 

如

ャ

第

I

妃
、.

資
嫌
家
、
商
人
、
製
造
業
者
、
•其
他
實
槳
家
：成
ば
金

i

業
：者
と 

0
へ
«

«脅
め
中
で
廣
弟
膽
贷
姻
欢
順
章
で
龙
4
、
翁

：'*
戈
溫
;*
な
る
.::
&

府
：吸
扶«
者
ヤ
*

4
、
.
又
、
；
岿

ち

輕 

满

も

、
或:«
嫌

忌

す

る

.

法
-#
S

し
X
劣
ょ
ズ
耐
|
忍

專

服-;
#
し
：て
行<
:■
%
爲

ぁ

秃
然
る
に
、
z 

S
級
が 

，

て.、
:*
及
の
他
め
部
分.

:̂#
上
％
、
決
定
齡
碎
艰
柔
署
亦
る
璧
^
蕩

彼

掌

しV
.

:z

財
政
方
® '
で

あ

つ

把
..
:
0
從
り
て.

S

は
、
政
治
的
方
爾
や
議
を
彼
藥
樣
夢
想
爭
へ1
ズ
：む
^
次

り

弗

齋
I
や

•
. 

... 

.
:
.
-

1】

ジ
で
あ

;-
-
6
。
.

. 

:

.

.
然
ル
、
後
の
事
情
の«

夥
拟
別
拙
爾
^

^
て
ノ
第
三
噃
猶
妒
爾
揭
中
第
：
1
の
政
骀
*
雄
衆
^
な
^
て
^
似
、
旣
把 

淀
於
泡
徭
路
を
迎
り
セ
谏
冗0

宂
の
f
感

气

客

道 
'を
^

^
沄
推
^
む
れ
；載「

«

茶

:«
财
»

钦
投
瓚
ず
石_

林
、 

ブ
が.
ダ
ョ
ァ
階
*
セ
ゼ
や
て
极
靡
本
主
義
啲
反
舶
の
第

』

#
段
裙
あ
ク
れ
ゼ
伺
凝̂

'-,
:
'
-
姻
家
:̂
衢
す
る
Z
⑩

續
::
*

#

、 

彼
鏵
の
政
治
的
發
展
:'
0第】

方
银
で
ぁ
づ
た
。
是

ず

裳

被

圯

し

い

ぃ

觀

巧

宙

嫩

制

搜

僻

、
金
融
象
の
後
見
の 

下

狀

霧

七

潔

、.
資
本
へ
の
從
|
:

2

嫌
姻
し
相_

_

。

:.■
■

■

■
.
ノ
 

.

.

替
r
y
及

ぎ

豪

'0
之
の
見»
^
對
し
て
、H

.  

Ta》

n
'f
p.
舞
稍
い
見
解
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、
彼
が
、
そ
の
名
著

* 

/ 
..
.
.
 

.

.

.

.

.

.

.
 

•• 

* 

*

:JLes、

9

H
3.
S

S
:a.
e la

 Fran
ce  cpntem

porahie,..  
r.
alx
^-
l
l-N
^

.s-
e.

.-
に
*
^

^
、.
薇
1)

'«
舰
-̂
«

,1
'
る
乙
め
見

解

篇

$

VL
I

1
.

S

非
？

逃
t

こ
謹
湯
賞
极

—

胁
史
觀
^ '
^
ち
ず
^
« -
念

.*
觀
^
«
っ
-̂
ゐ
'6
か
^
で
*
ふ
。

,
.

ls,

は
运.
ふ
、；：
被
姐
、
へ
其
著

「

故
代
制
度
.1_

- .
の
中
ヤ「

«

睛
の
：雇
减
仅
タ
妒
て>

論
^
て
ゃ
石
攀
で
、
グ̂

$ 

ァ
舊
を
渐
究
す
ヵ*

、

彼
：產
し
介
量
族:a
_
己
0
値
地
を
ブ
グ
；ジ
ョ̂
階

概

に

瀵

雙
^

ミ
^

^
之
忿
^
;1
0

,̂
て
％
厶
。
然
し
、
ざ
の
部
分
に
：
 

淤
て
4
'

、

,«
は
一

」

诋

紀

以

來

：
の

.

.\ 

ョ
ァ
，階

嫌

の

：
經

濟

的

顧

展

：
水

意

女

注

s_

#
^

^
v--
°
i 

:Jp
ur

ド

の

^

ふ

如 

く

，
、
.«,

T
勢e

'

は

隹
1僅

«

め

鳋

生

發

搌

女
--
:
0
4

ボ

殆
-/
1
%_

パ

て

管

ぬ:-
0
盤

-^
顏

魏
^
て
©
1
?

_

_

拟

杏

。
マ

德

嘉
3

灌

妁.

l

l
f

- f
l

l

f

i

f

馨

、：：■

笫
：

S1±
1I

翁

C

七
I

〕

：
 

1七
：
<
九
弗
に
、
於
け
必

|

|.

必_
1:
蒙

ー

：

■

部

苗

鄭

受



,1

汁
三̂

パ
真
八
？

1
七
没
哔
に
潜
>

フ
：ラ

次

の

達

黎
'..

.

蜜

城

，
九
六 

且

，5
霞

ヴ

め

朵1_

孩

嫘

は'«
ぞ

や」

か
:-
;
&
引

用

し

；
て:1
治«

鏃
:0
黎

來

を

略

述.;
1

>

c
>
.

は
、>

^

の
撕
肩
、̂

磐

辛

ぅ

じ

弋

；嚷

來

觸

れ#

囊

書

て

へ

結

興

彼

空

裔

表̂

「

も
云.
孟

く

、
.
：«

滎
<
壤

近

、
：着

る

哲_

酸

总

：
_

嘥
^

:;
^
ビ

い
ユ
.:
^
論
で
、
0
恭

、彼
0
結
爾
€
魔

:^
い
«
所
を
引
用
す
れ
ぼ
次
爽
の̂

^

'
:
 

「

政

府

.遽

滏

な
.

J

信

權
‘ 5
 
4
の

極

糨

荩

る

减

身
^

哲
5

の
歸
' #
Q

甘
附w
す

る

事

が

出

繁o 
• 
• 
.
^

ィ
十
穴
世
の
治
世.の
初
代
、
歟
年
不
在
で
あ
c

v

i

s

國 

; L
_

^

漩
客
牯
、
國
_
め
冲
批
ざ
ん
次
變
化
が
認
め

:.
&
来
4
か
せ
人̂

間
：は
れ
た
時
：
^

、『

女
ロ
ン
で
話3
れ
；て
居
：つ 

允
事
が
翁
頭
で
反
囉3
れ
て
ゐ
る
部
實
を
除
ヤ
弋
は
別
杧
舸
に
も
な
い

.』

；̂

答
：.へ.
お
デ
|

而
吒
で
の
港
間
で
*
汰 

が
反
覆
し
て
居
つ
た
も
め
は
、
即
ち
、
弟
子̂

ょ
り
，て
％
:'
:

&
ゆ
る
.摘
子
で
、
又
あ
る
鄭
る
形
式
で
敷
衍
さ
^
、
通
勝 

化
ぶ
れ
' ^

灰
覆
さ
れ
介-
.

丨
の
敎
養
で
あ
る
：
：

」

ゼ
''
®

'

:

:̂..
•

■:
‘
要
之
、
小
都
市
の
ブ
グ
ジ
ョ
ァ
階
級：

は
、
沐
:'
*
^

於
て
«

赞
靡
の
侮
蔑
を.
忍
ん
：で
# :-
ャ
シ

」

ジ
ャ
ッ
ク
を
：贖

ん

！
^

.0
,■

そ 

■■
L

て
^

ャ

ン

m

V
A
o

:̂
海
つ
介
。
こ
、
^

革
命
が
あ>

9
^

.:

彼
は
沄
つ
てe

る
‘
の
：で
あ
る
。

即
ち
r
彼
虹
純
超
哲
學
が
居
越
民
を
熱
狂
藉
起
せ
し
め
得
た
如
く
考
べ
て
ぬ
名
。

.

.
そ
し
て
、.
彼
は
、«

學
の
_

論 

说
抽
獄
的
赞
$

、
古
輿
的
退
想
は
空
虛
な
も
の
で
あ
る
裏u

s

f

、：

其
哲
學
者
達
®
み
を
實
際
家
せ
稱
む 

て
'@
つ
介
。
游
局
い
被
は
社
會
連
游
の
本
體
を
見
誤
ウ
た
か
^
し
て
、：
ブ
,
ジ
ョ
ア
略
铍
を
し
て
第

.
一
階« -
た
ら
- .
\ 

め.
マ
次
彼
^
を

し

て

：社

會

の

指

導

者

た

5

乙

ヒ

を

餘
_

な

く

：
せ

し

め

た

：

.\
生
產
、.
势
働
，
貯
蓄
、
商
工*

の
^
#
の 

:;
#
大
^

^
#
4
|(
:

'*
#
4
で
::

^

つ
於
ゼ
伝
ふ«

が
批
濟
ゃ
'.
5
.̂
:;-°
贫

;#
:.
は
最
後
化
、

「

マ
^
ク

ス
:?
:
よ
む
か
、
又
.は
少

く vj

も
ォ
ゥ
ギ
ュ
ス
タ
ン
、
チ
ェ
リ
ー

R

oS

て
考
ベ
る
事
が
タ
ィ
ヌ
^
は
甚
だ
缺
け
て
居
り
た
の
で
あ
る
じvj

結 

論
し
て
、
典
論
鋪
を
收
め
て
S

S

*
。
:.
:
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■
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.

五 

r 

0
0 

0
-

§

然
ら
ば
第
三
階
級
芑
は
何
か
。
 

.

I
m
m
a
n
u
e
l

 

Josephe 

A
b
b
n»
>sieyws 

C
I
7
4
00
-
I00
3
6

)

は
集
著
：：
o:
l
i
r
e
s
t 

ce 

q
ue 

l
ed-
.
^
s
-
e
t
a
t 

=

に

;^
て
、
一
乙
れ

に
對
し
て
最
も
明
確
な
# |
答
を
與
へ
た
0

と
の
藩
は
一
七
八
九
チ
の
l
li
'
に
■出
版
さ
れV

ゐ
る
Q
常
時
？K

シ
ス
の
晚
府
は
1亂
家
©;
#
乏
&-
:
救
は
ん
た
め
にEtats 
f
a
.
 ̂*1

召
集 

す
る
褂
を
公
布
し
て
居
.つ
た
炉
、政
府
の
：破
鹿
が
雜
々
俱
風
じ
迪
务
匕
^
を
感
得
す
る
：、や
、し
さ
リ
：に
^
召
議
0
:を
苹
め
た
0
即
ち
王
：は
^

¥
九
月
廿
.0
に一

七
九V 
1平
七
月
を
以
つ
てEtats g

ぽ
ぎ
1
1

(

を
召
集
す
べ
#
旨
^
宣
言
'1
>
た
が
、
9
い
で
.と
れ
^
繰
上
げI

セ
九 
一
¥
一
 
序
ミ 

第U

十

三

卷(

七
三
九
V

1
七
：八
九
年
に
於
け
る
7:
ヲ
ン
ス
の
_

1赠
軾 

0
0 

九
七



，浓U

十

三

卷(

七
四
0
> 

- 

 ̂

X 

.

第
^
號
.

九」

し
、I

又
：、
一
七
八
九
部
f
 .1S

に
綠
上
げ
.た
：0:か
く
益
ぐ
政
府
|

態
©*'
な
：る
衫
§

じ
|

|
婢
施
^

|
だ
に
|

ナ
^
^
^ ̂

J
 

齑
大
I

る
プ
リ
、r

s
へに'

は
：：

E

t

f

l霞

翼

及
ん
で
ゐ
な
か
っ
.た
。と
i
,に
於
て
、彼
5

七
八
八
：年

育

韋

裳

馨

嚴

^

關
し
てQ
忌
滞
な
き
置
の
開
陳
を
勸
街
し
た
。
前
記s

i
f

の
梁
も
‘
‘の
勸
齿
に
促
さ
れ
て
#:
か
れ
た
も
の
、
一
っ
で
あ
っ
た
' 
と
の
著
は 

そ
の
小
で
も
f

名
聲
を
：博
し
‘
ォ
ル
レ
ァ
ン
务
の
如
•
は
と
冷
顧
ぶ
喝
來
他
ベ
所
を
知
ぢ
戈
マ
た
高
は
れ
て
ゐ
るo

然
し
、其
^
^

れ
ず
出
版
さ
れ
た
大
少
の
還
も
，
ぞ
の
所
論
に
は*

熱
の
ー
费
^

货
歡
偶
■

_

»:
が

蘇

に

教

は

，曼

I

:ぎ
っ
て
ば

- 

 ̂

I
 

I
 

l

m

 

0 =La 

f
 
i
d
l
g

名r les 

I

 des t
?

 

I
、

「

f

宴

族
t

晚
く
I

民
は
：存

棄

タ

第
.I
級
は
l

l

g

す
へ
て
無
用
の
赞
物
じ
ナ
ぎ
な
い
。

貴
族
は
最
S

家
の
主
入
た
る

と

す
を
得
ざ
る
ば
t

で
；な
ぐ
、
實

じ

て

國

坑

t

l
の
：み

』

4

铲 

6
れ
て
屈
つ
た
？ 

、：

;
:

I
 
1

1

 

S

い
て
f

谡
ミ
な
？

5

た
の
は
、
そ
の
養
を
階
級
に
よ
る
か
、，寶
の
I

に
よ
る
か
の
一
點
で
あ
ら 

た
。
前
费
に
よ
含
す
也
ば
、
特
權
階
級
の
勝
利
で
あ
り
、
I

に
よ
れ
ば
第
I

級
：の
戰
：膠
に
蹄
？

？

た
。

M

f
は
こ
の
.解
決
の 

何
れ
か
を
进
大
視
し
て「

フ.ラ
ゾ
ス
の
金
將
來
は
腿
っ
て
階
級
の
分
離
が
合
间
に
あ
っ
た」

ミ
云
っ
て
t
 

o 

A
i
r

 Y
o
u
n
g

もf

七
八
■

ハ
 

月
八
日
に「

翌
す
べ
て
S

論
はI

撕
S

る
。
が
然
し
、
世
論
は
余
が
I

し
ぅ
る
よ
I

上
に
分
裂
し
て
ゐ
る」

I

し
て
ゐ
る
。

热
三
階
級
の
こ
れ
に
對
す
る
主
艰
は
、
然
し
、
翌
し
I

っ
た
。
S
酵
級
：は
所
S

暴

f

漱
李
る
を
目
的
t

な
いo 

a的
：要 

る
所
は
國
I

f
 

Iす
る
に
あ
る
。
た
士
へ
s

f
 

I決
に
加
ら
な
い
£

1

、
I

鳘
の
代
：春
が
、
二
十
黹
$

族
又
は
评

f

除
く
齒
眾
、
ニ
千
f

§

5

十
六
甚
人
を
代
表
す
f

,

Q

Sる
嘉
ふ
：f

は
i

l

:袞

^

稱
成
す
るV

自
稱
せ
し
め
る
に
す
ら
充
分
の
现
出
が
t

o
こ
れ
が
彼
等
Q

§
2

i
」

特
權
階
級
が
參
如
し
な
.い
な
&
ば
，
向
已
の
み
に 

て
國
議
f

成
立
せ
し
め
る
5
K
ふ
來
斷
衾
し
て
居
っ
た
。そ
し
て
、銎

、
信
す
る
別
く
裏
し
念
で
t

が
n

i
 

l

raux

は
耽
‘に
形
成
さ
れ
た
^
<
公̂
言
し
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た』

せ
沄
つ
た
©
は
こ
の
齒
味
で
あ
^
/0
^
^

と
の
經
路
に
於
て
、
前
記siey

a*Q 

H笫
三
階
級
这
は
何
ぞ
.や」

は
、
如
由
に
、
培
；三
.階
級
：の
本
淋
を
我
々
に
示
^
た
も
の
で
あ
；
.§
-;
0

s
ie

;s

は
彼
の
證
明
せ
ん
ど
す
る
も<7
>

を
六
に
分
げ
尨.:
°

第
ー
に
、
第
三
階
鍊
ミ
は
何
か
。
日
く
總
べ
て
で
あ
る
~ 

第
ー
ー
に
、
政
治
上̂

於
け
る
第
三
階
級
の
地
位
は̂
れ
ま
で
如
何
な
る
も'0
:

で
あ
^

た
か
。
日
く
、
零
で
あ
るo
‘，第 

三

..
'
'
第
三
階
級
は
何
物
を
要
求
す
る
が
。
：
政
治
上
^

於V

相
常
の
免
の'e

な
る
事
*

あ
る
。

」

•

こ
の
第
三
の
問
答
は
、
JE
k

次
の
三
つ
の
派
生
的
說
明
事
項
k

勢
a

m

及
す
る
*

を
必
要
S

す
る
。

第
四
、
绾
三
階
級0 -

讫
妁
な
々
ゼ
稱
し
て
、
大
.
官
翁
が
堂1 :

て
試
み
た
« :

柄

フ

：
並
-̂'
:
>
特

權

者

流

が

を

れ

自

身

で
 

提
案
む
れ
事
柄
。
第
五
：
其
當
然
な
^
ね
ば
な
ら
な
か
づ
た
で
あ
ら

 
>
フ
事
柄
、
第
：六

フ

霧̂

、へ
第
三
階
級
が
»
常 

然
占
む
べ
&

地
位
を
得
ん
が
た
あ̂

爲
す
べ
く
殘
さ
れ̂

ゐ
る
事
柄
。

：'
/
: 

V

 

：
S

ie
y

ぼ

は

、.

以
上
め
六
囘
答
に
大
膽
な
る
說
_

を
與
へ
て
、
以
づ
て
、
第
三
赠
級
の
何
者
た
る
か
を
宣
言
し
た
の

で
あ
る
。
.(

s
o

一
第
三.

階
級V」

は
何
か
。
.
こ
れ
に
對
す
る
セ
ィ
工
ー
ス
の
答
ば
® :

明
で
あ
る
：o

日
く
、
す
べ
て
で
あ
る̂

。
之
れ
を 

K

に
詳
細
に
知
ら
，

ど
す
る
な
らば
、

一:
國
民
が
存
續
繁
榮
す
る
炫
め
に
必
迹
：な
る
物
ぼ
何
ん

.

で
あ
る
か
考
爐
1>
て 

見
れ
ば.
ょ
：い
。
 

.
■■..

ぃ
：.

'

.

國
民
の
：存
續
繁
榮
に
必
翦
な
る
も
の
は
ニ
つ
あ
厶
。

一
つ
は
個
人
的
業

)

務
で
あ
点
、

マ
つ
は
公
典
事
務
で
あ
る
。 

個
人
的
事
務
はW
分
類
ず
る 
<
吗
つ
^
分
れ
る
。.

^

1

、
農
業
は
從
事
す
ふ
凡
て
の
家
族̂
ょ
つ
て
桃
成
さ
れ
杏
所
の
本0":
藤

&
議

.

笫
ニ
十H
卷

C

七
一
四D

1
七
八
九
¥
に
於
け
る
>
ぃ
テ
シ
ス
：の
笫
写
階
級
：
 

锹

芄

璘

：
九
九
：



第
ニ
十
三
卷
c
rf
c
四
5

1七
八
九
年
£
於
け
る
フ
テ
シ
§

第
§

»

年
五
披 

一
a
o

11、

伽
2:
及
製
造
勞
働.で
あ
る-'
0
原
料
の.最
初S

版

寶

か

良：

4/
の
概
»

乾
1>
:<
>

ば
俾
用̂

至
.
る

迄
{£
'
、
昧

ら

し
 

ぐ
加
.：へ
ら
れ
た
竽
芷
の
如
く
、
齓
然
の
恩
惠
物

.^

完
全
性
3:
:

與
.へ>

«

笨
的
：生
：產
物̂:
ー
ー
倍
十
倍
诨
齊
の

.懷
4
ゼ
興 

へ
吝«

類
％
勞
働
於
之
れ
で
あ
る
。
':
:

■
:

:■
:

,

三.
,
生
產
、ヒ
、VI-
費
^
の
4
間

並

^
各
種
生
康
の
段
階
0 ,
中
間
^
介
在
す
る
も
の
、
商
\:V

J

問
屋>yj

が
こ
a
:で
レ
ゥ
： 

る
？
問
屋
は
、‘
場
所
ど
時
：S

欲
望
を
比
較
商
量
：し
：セ
物
：品
を
運
搬
媒
管
し
、へ
商
人
は
、
卸
商
、
小

憂

裏

問

、
 

販
寶
に
众

つ
て
利
^

計

る

の

であ
る
か
ら
、
乙
の
種
の
：
勞

.務

«

無
論
有
用
泛
あ
る
.々

四
、
前
記
三
職
業
-0
み
、
即
ち
最
も
尊
重
さ
れ
：て
a
t
學
問
上
の
職
業
や
自
由
職
業
か
&
、
家
庭
の
勞
I

I.
 

迄
を
包
含
し
て
^
る
。.
.
'..
.

以
土
四
っ
の
社
會
維
排
の
た
め
^
必
要
な
職
業
を
負
擔
し
て
ゐ
る
：も
の
が
第
三
樓
級
で
あ
る
。
其
上
に
、
社
#
周 

知
の
四
名
稱
、■:
即
ち
、
：劎
、
法
服
、敎
會
、
行
政^
分
類
ず
る
事
め
出
來
：る
备
共
事
務
|

:
い
て
も
、
第
三
階
級
は 

常
^
其
の
百
分
中
九
九
を
占
め
て
ゐ
:5
。
し
か
も
、
を
の
九
九
：尨,

特
飾
階
級
が
行
ふ
事
を
拒
ん
だ
»
疼
苦
し 

い
仕
事
0
す
べ
て
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

‘

之
に
對
し
て
、
特
權
階
級
は
、
人
間
の
從
事
し
ぅ
る
あ
ら
ゆ
る
仕
事
か
ら
、
前
述
じ
：た
社
會
維
持
^
必
：要
な
る
® 

業
及
、
多
大
の
困
苦_

す
る
仕
事
を
控
除
し
た
鋳
、.
即
ち
、
名

擧

利

益
$

し
、：f

れ
s

f

る
纪
何. 

等
の
心
勞
も
必
要
芩
せ
ぬ
仕
事
を
悉
く
獨
占
も
^
の
で
あ
る
。
 

.

然
ら
a

'r

柄
階
級
‘
は

眞
k

Z 
^
名
#

あ
る
安
易
な
る
地
，位?:-
-

獨
占
ず
る
；資
格5:
有
し.
て
居
づ
た
の
か
ビ
云
ふ 

に
、
を
う
で
は
な
か
つ
た'-
°

人
間
が.
成
物
を
獨
占
す
る̂

は
>

-:.

彼
：等

が

逾

住

で

ぁ:-
5

か
、
成
ば
、
他
人
に
，こ
れ
を
與

へ
る
Z
ど
を
拒
絕
す
る
か
、
何
れ
か
一
方
法
を
選
擇
し
な
け
れ
ば
#

ら
ぬ
>
 
こ
の
場
合
^

、
彼
筝
特
權
階
«

は
、
自 

己
が
:®
枉
で
あ
る
ビ
主
服
す
る
丈
の
自
信
も
卵
：*

名
全
く
所
有
し
て
ゐ
潘
か
っ
た
か
ら
、
被
等
は
後
者
：を
選
ん
で
、
 

第
三
階
舰
が
そ
れ
ら
の
地
位
^

就
く
辦
を
禁
じ
た
の
で
ぁ
る
。
そ
し
て
、
彼
等
は
自
己
の
獨
占
を
尊
嚴
づ
け
る
セ
め 

ド
、
第
三
階
級
R

對
し
て
侮
辱
を
極
め
た.
言
葉
? :
與
っ
re
o

日
く 
.「

教
等
の
：貢
献
は
如
何
k

せ
：ょ
、：
又
彼
等
の
才
能 

が
如
何
に
あ
る
に
も
せ
ょ
、
彼
等
は
そ
こ
ま
で
し
か
行
け
な
い
:0
で
ぁ
る
..
0
|
4
/

れ
以
上
^
行
つ
て
は
な
ら
な
い 

';
0

で.
あ
る
。
彼
等
が
尊
敬
さ
れ
..
5

ミ
云
ふ
事
は
良
い
事
で
は
な
3

し>

。
：.

獨
占
は
つ
S
R
、
其
濟
外
^
撤
か
れ
た
も
の
を
夹
望
-̂
せ
る
ば
か
：6
で
は
な
ぃ
：。.
自
由
競
爭
な
く
し
て
作
出
3
れ 

た
工
作
品
は
、
凡
て
値
段
ば
か
6
高
ぐ
て
品
質
が
题
い
。:-
獨
占
は
、
獨
占
者
^
<
つ
て
は
*
制
を
意
味
し
、.
獨
*
の. 

_

外
代
立
つ
者
に
は
、
搾
取
^
れ
る
Z
ど
を
意
嫌
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
翁
族
：はV、

か
、
る«
占
者
的
性
格
ビ
«1
念
 ̂

於
ヤ
は
完
全
無
缺
で
ぁ
っ
た
の
だ
。.

「

モ
ン
セ
エ
ラ
r

ル
は
、
國
i«
の
總
體
k
つ
い
て
|.
つ
の
眞
^
高
疴
な
/&
«
を
有
0.
て
思
た」

K
 

D
icken

s .
は•  

云
"V

「

を
れ
は
、
ぁ

ら

ゆ

：る

も

の
^
勝
年
な
道
を
進
ま
：せ
：て
置
け
ぢ
云
ふ
#
で
：ぁ

り

：た

。
M
が
、
個
々
0
國
事
に
つ 

い
て

は

、モ
ン
セ
エ
二
ュ
I
产
は
そ
れ
ど
は
別
の
眞
に
髙
尙
な
恩
想
を
も
つ
て
ゐ
た
'-
0
そ
れ
は
、̂

ら
ゆ
る
も
の
は
：彼
：
 

の
/2
め
に.
な
ち
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ヒ
云
ふ
乙
で
I

彼
自
身
の
權
カ
ビ
私
籤
ビ
を
肥
や
す
^
都
合
の
ょ
い
も
の
ビ
な
へ 

ら
な
け
れ
ば
な
-.
fe
g
:̂
.
云

ふ

事

で

あ

づ

た

。

-.
• 
••彼
の
快
樂
^
つ
い
：て
は
、

一
般
的«
も
の
で
あ
る
ふ
特
殊
的
な
 ̂

の
で
あ.
るV」

を.
問
ば
ず
、
モ
ン

•
•エ
セ.
ニ
ュ
丨
ル
は
又
別
；の.
眞
^
高
倚
^
思
想
を
も
つ
^
戽
^
た
^

そ

れ

は

凡

て

世

の

ゴ 

中
は_

分.
の
：快
樂
の
た
め
^
0
く
ら
れ
た
％
の
で
ぁ
-5
ど_

ふ
：事
で.
ぁ
っ
た
：。
彼
の
經
典
&
ば
か
ぅ
窨
い
て
き
ち

笫11.

十
三
卷• 

C

七
四
：三

〕

..I

七
八
：九
：年5

け
る
フ
ラ
ン
ス
の
：證
蔽
 

鱟
躲
：，.：

1.0:1:



笫
ニ
士 
二：卷

(

セ
四
；

四
：}  

一
 f

八
九
蝉
！

i

於
け
f
.
?
ン
S

.
®
霜
級
パ 

笫
3K
雠

一 .Q
I

(
袋

詞

丈

が

原

文

:̂
綠

り

：
て

ゐ

，
る
：が

、
务

れ

'は.
於
#
た
：な
芩
で

(4
,
:
寒

れ

に

：
充

セ

：
る

木

0

は
皆.
我
物
贫
3

』

ヒ

：
。

」
(

^

穿

が
^

を
搬
激—

溢̂

焱
所̂

ず
フ̂

何
等
取̂

の
才
能
®

 

獨
立
出
來
ね
虛
僞
：の
國
民
が
»

の
國
民
に
寄
生
木@

櫞
{£

ビ
.分
つ
さ 

遂
に
、
：
之
を
疲
れ
》
せ:.-
>;
拈
死
#

し
め
る
も
の
：で̂.

る̂
;

^

故
《
、
第
一11.

階
級
は
：云
ぶ
、
かヽ

る
：無
用
な
特
權
階
級1

除.
ヤ
も
、
：
_

民
ば
；1

ダ
少
：い
或
物
に
な
る
の
で
は
な 

く
、
却
0 .

て
ょ-C

S

多

%

成
物
^

な
ら
ね
：ば
な
ら
ぬ
喾
：で
あ
る
：岑
。
何
ん

V
J:

な
れ
ぼ
、
第
三
馨
は
個
人
的
樂#

の
：1  

切
ど
公
共
事
務
の
九
分
九®

迄
を
遂
行a

て
ぬ
る̂

云
ふ«

©

で
-;
'

» ;
«

に
爾
域
办
：凡
で
赘
あ
る̂
主

張
'1

>
-
ヶ
る
办 

に
、,:

か
、
る
特
殊
の
存
在
物
が
あ
る
た
め
に
遺
嫩
な
が
ら
、
朿
縛
さ
れ
歷
迫
次
れ
て

a

る
す
べ
て
で
あ
るv

附
言
し

屯
け
れ
ば
^
ら
な
い
か
ち
で
あ
る
。
特
權
階
級
の
袼
在
し
な
か
つ
た
場
合
を
想
宠
し
て
見
れ
ぼ
ょ
い
。
此
0
時
化
乙

•
•
•
•
•
•

 

•
:
.
.
.
.
• 

• 

. 

• • 
• 

. 

• 

• 

•

… 

• 

•

そ
、
.初
め
て
、
第
三
階
級
は
全
ぐ®
由
^
活
々
S
し
た
凡
て
R
な
る
.々
第
5
階
級
^
ぐ
し
て
は
何
事
も
行
は
れ
な

S>

 

そ

し

て

特

權

階

級

が

な

か

つ

た

ら

：、

倚

：一

層

都

合

ょ

<
萬
事
は
蓮
ぼ
れ
：る
箸
で
お
る
の
だ
，
從
ウ
七
、
純
：粹
-{
(:
紙
ゴ^
^
^
^

 

偕
級
が
全
國
民
で
あ
：る
が
た
め
祀
は
、
特
權
階
級
ぼ
國
民

.
化
€
つ
て
有
用
で
な
い
ば.
か
A
か
、
國
民
を
弱
め
且
窖
し 

ぅ
る
;'

^
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
之
ヒ
丈
を
示
し
た
の
で
は
足
々
な
い
の
で
あ

.
つ
て
、

一
步
進
ん
で
、
貴
族
階
級
ば
國
民 

の
：負
擔
R

乙
を
な
れ
、.
國
民
&
1
部

を

決

し¥
構

成

し

得

な

：い
：
ど
：
云

^
實
證
を
灕
げ
て
、
.
大
膽
に
彼
等
を
排
斥€
な
-

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

S
セ
ィ
エ
I

ス
は
沄
ふ
。

今
、：
被
の
貴
族
排
擊
を
述
べ
.
る
に
先
立
つ
て
、
第
三
階
級
中0-
特
榔
階
級
的
分
學
で
あ
名
大
資
本
家
的
ブ> 
ジ
ョ 

ア
ジ
J
及
新
貴
族
は
、
箾
三
階
級
に
所
屬
ず
べ&:
飞
の
か
、
：
叉
、
：
は
特«

階
鼸
^
所
屬
す
べ
き
も
の
で
ぁ
る
か
、
論

考
し
て
見
や
ぅ-

独一

セ
ィH

丨
ス
の「

維
三
階
級
^
は
何
ぞ
や
し
は
束
都
帝
國
大
學
法
學
諭
叢
所
栽
の
近
内
命
光
氏
'の
全
譯
.に
よ
る
。(

同
雑
誌
浓
十
五
卷
笫 

五
！T

笫
六
號
.及
浓
十
六
卷
笫
ニ
號
、
第
四
號
笫
六
號
>

■
:

砗11
.

デ
ィ
ッ
ヶ
ゾ
ズ
:

■?
ニ
都
物
語
し
柳
田
衆
氏
課
、
1
Q
三M

'

胜
三

W.Haine, op. c
r
p-155.

.

六
新
貴
族
と
大
資
本
家
の
位
置

當
睁
フ
ラ
ゾ
ス
：̂
は
、
大
資
本
家
的
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
、
或
は
金
融
家€
赫
す
る
事
0
出
來
：る
も
の
は
旣
化
存
在
し
て 

居
っ
た
。
收
稅
請
負
人
ヴ
大®
需
品
請
負
人
、
印
度
會
社0
太
株
主
等
の
如
き
ば:.-
>
»
代
表
的
人
物
で
あ
る
。;-
'

'
卜.

そ
し
て
か
く
の
如
き
镞
三.
階
級
の
社
會
的
出
世̂,
ー
方
ほ
於
て
貴
族:5
:.
.し
て
'、
漸
次
第
三
階
級
に
接
亚
せ
し
め 

る
^
同
時
に
、
他
方
、
.
第
三
階
級
：の
貴
族
べ
の
漸
次
的
揆$
5:
€
し
、*
«

上
；の
ま
等
を
權
利
ビ
し
て
0
平
等
に
先 

立
た
て
居
っ
た
か
ら
、：

一：七
八
九
年
近
く
に
及
ん
では
、
後
等
兩
者
を
街
纖S

見

分

け
-a

：
に
困

®

を

感

ず

るに
茧 

ウ
て
居
っ
た
。(

註.一 )

-

兩
者
の
階
級
的
並
：行
は
ね<に
：彼
等
の
私
的
生
活̂
の
み
顯
著
は
現
れ
た
の
で
ば
な
：い
。
そ
の
社
兪
生

®

 ̂

ー
は
資
凇
に
よ
る
利
修
慾
に
よ
っ
て
、
他
は

#:
權
せ
.政
*
ミ
に
よ
.る
財
政
收
拾
策̂
よ
っ
：て
、
兩
者
は
階
級
的
：並
行 

か
ら
階
級
的
提
契
關
係
に
迄
進
ん
で
居
っ
た
の
で
あ
气

を
の
第T

に
あ
ぐ
べ
含
も
の
は
、
公
：偾
に
よ
る
偾
權
：偾
務
の
關.
係
で
あ
る
。'
太
ダ
^
ジ
：
：
ョ
：：
ァ

は

：
、

最

も

18
:
要
な_
 

家
の
偾
權
者
S
し
：て
、
國
家
の
：破
逾
を
'防
ぎ
そ
の.
收
入
を
商
め
：、
支
掛
を
滅
决
す
る
改
革
を
政
府
代
迪
る
べ
き
充
分

笫U

十

三

狯(

七
四
：五)

‘

ー
七
八
九
砵
に
於
け
る
フ
ラ
シ
ス
.の
镲
1
1
1
隙
級
；
 

笫
3U
鱗

1
Q
H
V



笫

ニ

十

患(

七
四
六)

-

 ̂

^
^
^
7 
? 

 ̂

 ̂

第
冗
號 

ー0
四

の
现
由
ば
、.
前
述
し
た
如V

、
.

確
か̂

有
じ
：て
居
つ
ぉ
。
然
：ち

：
事
*

爱

泛

ば

，，
を
め.
改
革
紅
最
も
着
望
じ
：た
：の 

は
被
等
で
f

、
寧
乃
#.

小
の
ブ.
ル
：ジ
3'

ァ
で
あ
つ
：た.
。
-.
:-.

何
ん
ぜ
*

れ
ば
フ
國
徵
證« :
0.
^

、

彼

等

は

僅

が

疼

'

*—
*
部
 

.^

保
持
し
た
に
す
ぎ®

。
大
部
分
は
と
れ
を
公
；衆̂

對
し
て.
.

> 

中
：位
乃
至.
ば
ー
小
：
資

本

乘

、

特

に

利

息

生

活

者

^:
對

し
 

て
高
债̂

押
つ
け
、--:
公
衢
引
受̂

關
す
る
危
險
0;

轉

嫁
5

其
ふ
重
喪
な
財
政
的
字
_

代
«

能
セ
も
つ
尨
か
ら
で
あ̂
 

. 

そ

し

て

反

C
V

て

彼

等

ぬ

か

く

の

如

さ.
公
»

取
引
か
ら
直
：搽
文̂

間
镑
化
、
：
利
湖̂;
し
て
豐
露
な
收
機̂

あ
げ
た
。 

&

ら

く
r

公
徵
の
取
泛
を
無
用
な
ら
し
む
る
木
足
2:

さ
豫
算
5:

お
乙
す̂

云
ふ
事
；
1:

ヶ
、
彼
等̂

:̂

つ
て
1:
々
不 

偸
快
な
己
ヒ
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
ヲ
f

極
言
し
て
も
、
彼

繁

心

瑯

狀

態

办

摘

寫

贫

し

て

決

じ

て

過

當

で
»:

な
：い
ミ 

思
は
れ.
る
。

ら
の
第
ニ
は
、
彼
等
の
或
者
ば
、
.收
稅
を
國
家
か&
請
負
ふ
.て
#
り
忆
« :
で
あ
：る。
,:
-
-
:
: 

.
‘
■:
. 

♦
日
で
は
、
國
家
は«
を
收
秕
官
に
ょ.つ
て
趂
接
に
收
納
す-5
:
。：
然i

じ
'
古
：代
制
度̂
於
て
は
画
家
ば
.收
稅
を
賃 

貸
し
た
。
^
の
結
果
、
極«
に
富
裕
な
且
有
カ#
收
稅
請
負
人
の_

©

政

治?:
;

»

家

の

锻

に

樹

立

し

て

居

0
:
た

：
0
彼
 

等
が
收
税
の
請
負
に
ょ
つ
て#た
’
.利
益
は
、
百
萬
を
以
つ
て
、
又
千
蹓
を
以
づ
て
擻
へ
る

*
:
の

：
出
來

る

银

萬

た
^'
も
 

の
で
あ
つ
た。Dupin de Francueil

の
如
合
は
六
十
萬
リI 

•
ゥV

の
レ
ン
ト?:
有
し
、
巴
里
に
は 

ビ
宏
大
な
郞
宅
を
有
し
て
居
つ
た

o
.乙
の
事
實
は
、
祖
桃
請
負
な
る
も
の
は
國
民
搾
取
の
た
め

^
最

も

稔

办

多

き

方
 

法
で
あ
つ
た
事
を
示
す$」

も
化
、
彼
等
の
利#

?
第
三
階
級
：全®
の
利
益
が.明
.0は
對
立
し
て
ゐ
る
事
を
示
す
も 

の
で
あ
つ
た。
.
.
• 

. 

■

:_
其
他
多
て
の
點
R
就
て
も
、
ェ
業
*
本
家
の
決
し
て
少
數
で
な
ぃ
部
分
が
特
搬
^
^
の
猶
持
^
利
益
を
有
し
€
居

?

 S

ふ
* ；
も
正
し
：く
事
實
で
あ
っ
た
。
何
ん
ビ
な
れ
ば
、

「

商

乘

？
同.
じ
ぐ.
、
資
本
主
義
的1

業
も
亦
、
其
初
期
に 

於
て
は
、
主
ぎ
し
て
赉
侈
の
耍
求
比
仕
へ
た

」

か
ら
で
あ
る
。(

P
一一
 

V

要
之
、
大
ブ
ダ
ジ
ョ
ァ’か
古
代
制
度VJ

深
い
關
係
を.有
ち
、.そ
れ
か
ら
興
大
な
利
益-?
:
得
て
居
っ
た
事
は̂
 

あ
っ
た
。
從
づ
て
、
彼
等
を
第
三
赠
級
か
ら
除
外
す
る
み
が
正
じ
い
樣
に
考
へ
ら
れ
得
る

"
然
し
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ァ 

w

特
權
階
級€
の
交
涉
を
他
の
一
而
か
ら
考
察
す
れ
ば
、

我
々
は
、
こ
の
新
ら
し
い
：金
權
貴
族
は
不
知
不
：識
：の
間
に
、 

自
己
の
力
丈
で
地
主
的
特
權
階
級
を
過
去
の
も
の
に
葬
グ

*
ゲ
っ
、
あ
：っ
た

V

云
ふ
事
實
を
發
見
す
る
。

彼
等
の
出
現
は
、
劎
の
#

族
?:
し
て
第

.1

.

ff
i
級
、
少
く
ビ
も
、
唯
一
の®l
*
#的
勢
力
^
る
事
を
停
止
せ
し
め
た
の 

で
あ
气
滅
亡
せ
んS
す
る
者
が
、
自
己
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
明
日
は
街
分
等
^
代
る
か
も
し
れ
な
い
奢 

典
勢
カ
に
救
を
求
め
る
事
を
餘
儀
な
く
^
れ
る
の
は
常
に
衰
退
し
っ
、
あ
る

11
:
-

會
の
法
則
で
あ
る
。

*
代
制
度
は
、
いf
y
資
本
に
從
屬
し
た
、
め
に
、
金
融
家
の
：後
見
の
下

^
衰
微
し
初
め
た
の
で
あ
る
。
乙
の 

意
味
に
於
て
、
彼
等
は
：確
か
に
第
三
階
級
中
の
重
要
な
革
命
的
勢
カ
で
あ
っ

.た
。
故
^
、：
個
人
的̂

云
っ
て
、
收
税 

請
負
人
が*
代
腳
度
に
執
着
し.且
そ
こ
か
ら
莫
大
な
利
益
を#
て
居
っ
^
事
、
及
、
十
八
世
紀
以
來
證
階.級
の
：恋 

怒
が
彼
等
に
對
し
て
微
烈
の
度
釔
加
へ
、
ゃ
が
て
後
に
ぼ
、
第
命
の
潮
が
彼
等
を

#
倒
す
に
至
っ
た5

KJS-
事
も
、 

彼
等
が
第
三
階
級
に
：所
屬
す
る
事

5:
'

少
し
％
妨
げ
る
も
の
で
は«
い
。
.

.'

.

彼
等
は
、
一
言̂

し
て̂

へ
ば
、

ー：
新
勢
カ
ど
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
ふ
：。
そ
し
て
、
彼
等
が
得
た
特
權

——

他 

の
第
三
階
級
者
をし

て
彼
等
が
貴
族
ビ»
カ

し

て
ゐ
る
？
ま
で
«
は
せ̂

#
關
‘係_

は
事
實
に
於
て
、
舊
社
會
勢

) 

力
及
王
權
か
ら
奪
取
し
て來
る
も
の
で
あ
っ
た
。Jaurds

の
言
を
:?
.
|用
す
れ
ぱ「

彼

.#
:;̂
、
刺
樣
を
有
す
る
王
位
や

第

二

十

三

卷(

七
四
七〕

1

七
八
九
年
に.
於
け
る
フ
ー
フ

X

ス
の
第
三
階
級) 

第
五
號.

1

Q

3T-



'* t l*L•ケ y. •

第
二
十i
s
 

(

七̂

八)
一

七
八
九
年■

け
る
フ
：ラ
ソ
ス
の
ー
望
階
敍

 

3

號 

ー
0
く

_
建
的
階
級
政
治
ビ
は
似.て
：も
つ
か
も
王
位
、
.新
王
.

黄
金0
$
位
;5
:
遠
:»
:
か^
»

示

：し

た

の

で

あ

る

0」

§
©
;

省

等

は

玉

の

？^
生..活
に
ょ
く
惯
れ
-c
li
:.

fe
つ
^
今

の

の

、

其
本
體
は
一
依
然

:̂
-(-
て
赶
世»
^
^
 ̂

0
.

た
。 

彼
等
の
中
の
優
秀
な
る
人
々
は
：、
.
自
ら
念
事
を
意
識
居
つ
た
め

.
であ：る

^

-

例
之
、
大
化
擧
者
で
ぁ.

os

且
改
革
派
で
あ
：

s
g
a
v
o
i
l
:

は
收
税
請
負
入
で
あ
つ#

a彼
は
流
行
や
：狂
氣
じ
み

.

た
好
奇
^
に
ょ
つ
て
科
擧
^
欺
心
乜
た
の
で
は
決
し
て
な
^
つ
^
。
：
彼

靖

物

質

：の

神

»

な
變
化
の
理
^
瞬
求
す
る 

ft
め•
に
、
彼
の
職
業
か
..

&
得

た

：收

入

を

费

用

の

か

>
夺

％

の
；實

驗̂消
費
し
^
 ̂

0
 

皆

F
I 

s
e

ii

夫
妻
は
、
5

丨
の_

說
に
共
鳴
し
、
又
世
界
苹
和
の
大
空.
想
象
ォ
\,

ビ

；
エ

本

火

伯

の

た

め

.
け
 

門
を
開S

た
。.
彼
の
子
息
は
邸
內
に
エ
場
を
設
け
た
。
Z
れ
ば
收
稅
請
負
人
の
：苴
大
な
名
聱
本
貯
蓄
がH

業
生
遊
を： 

養
育
し
たM

ど
を
我
々
{0
首
肯
せ
し
む
る
も
の
で
な
5
だ
|
フ
か
9

故
に
、
一
步
讓
つ
て
、
個
人
£

f

又
階
級
ー
£

で
$

義
ら
大
資
本
南
の
好
意
が
、全
然
古
代
制 

あ
つ
た
せ
し
て
も
、
彼
等
は
、
事
實
の
進
行
^
於
て
は
>
そ
の
意
趿
^
反
對
:̂

操
：め
：̂
取
段
的
な
市
段
を
政
|
:
た
_ 

ら
し
め
、
自
由
の
感
儈
者
た
ら
し
：め
る
有
九
；な
政
治
的
煽
®
者
の
作
用
、
媒
介
體
の
作
f

し
た
の
で
あ
る
。
ビ
灾 

々
は
結
論
す
る
事
が
敗
來
る
。■'.

M
メ
に
社
會
生
活.
に
於
で
は
階
級
歡
別
は
決
し
て
純
粮
無
雜
の
％
の
で
は
：あ
ヶ
得
な
ぃ

o
雁
史
的
發
顧
が
階 

級
©
领
k
fe
せ
し
め
ら
れ
る
場
合
、■
ょ
く
人
は
、
%
#
ic
相.
戰
ふ
た
y
 ニ
つ
の
：陬
營
，
- 

一一

っ_
の
確
然.
た
る.
等
質
的
大
衆
幽
體
、
革
命
的
大
衆
團
體
ぐ
歲
革
命
的
大
衆
随
體
美
存
在
す
る
ど
考
へ
舄
い
。「

此 

の
仰
|

の
侧
ビ
；の
み
が
通
用
す
る」

ど
考
へ
易
ぃ
。
若
し
事
1 :
ほ
於.
て
そ
れ_

ぅ
で
：ぁ
る
な
ら.
ば
、
膝
史
を
#

ぐ
S
P
ふ
事
は
甚
だ
容
易
な
事
柄
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
、
實
際
^
於
セ
ば
事
實
酿
係
ぱ
び
か
心 

は
、
事
態
の
生
成
に
應
じ
て
そ
れ
自
身
を
種
，々

な
る
鐵
派

.
へ•
結
成
し
得
る
^
乙

ろ

の

鑛

，々-®
る
階
級
^
種
々
な
る
萍 

甚
艺
を
持
っ
極
め
て
祓
雑
し
た
組
織
體
セ
あ
る
。
即
ち
、

.
歷
史
0
課
程
^
於
け
る
社
:«
:
の
#
勢
カ
は
3
§

§
?

へ
行 

ぐ
水
の
如
く
、
確
然̂

る
二
っ
の
诚
壁
に
ょ
っ
て
分»
さ

れ

て

居

ら

对

。

そ

’乙

^
塵
ず
結
合
ミ
交
流
が
あ
る
、
收 

桃
請
簑
人
が
そ
の
適
例
で
あ
る
。
彼
は
.「

古
代
制
度.̂
新
生.
の
資
本
虫
義4
の
交
流
»
化
あ
る
刺
種
か
ら
生
れ
た
一 

阯
會
勢
カ
^
3
て
存
在
す
る"」

從
っ
て
、
革
命
ば
收
稅
請
負
人
を
古
代
制
度
に
左
猶
衆
る
も
の
ミ
し
て
處
罰
ず
る

« 

珞
出
來
た
で
あ
ら
ぅ
。«
命

は
L
f
s:
e
r
:5
r
丁
重
极
招
待
じ
作
後
に
、、絞
首
臺
け
る
事
ち
出
來
た
で
あ

&
5
。 

然
し
、
彼
は
廉
史
的
代
云
へ
吟‘依
然
ズ
ム
て
ー
苹
命
的
勢
カ
で
あ
っ
た
の
^
あ

奪 

年
イ
エ.
ト
ス
は
、'
乙
れ
ら
全
權
階
級
が
後If

階

級

中

に

：包

含

さ

る

べ

：

&
事
を
明
©
 ̂

「

富
裕
欢
る
だ
め
に
髙
：等
の
敎
育
を
受
ぐ
る
事
が
出
：來
：、

'
|
现
を
陶
腾
し
、
公

. *
%
興
账
を
威
¥
1
 

1
4
成
る
階
級
を
、
多
ぐ
の
人I

同
樣
に
、
佘
は
富.
裕
階
級
：ゼ.

ぶ
。

」

：
乙

の

嚕«

こ
«.
、
_
民
の
殘
部
の
利
益
を 

以

っ

く

を

の

利

益

：

I

?

の
：で
あ
る
。"
秦

階

級

ば

、
：
知_

«

8

で
、
ゾ
正
観i

點
は
於
1

又
他
め
あ 

ら
ゆ
厶
點
に
於
て
、
國
民
の
上&
代
表
者
た
令
に
應
し̂

多
數〗

の
入
々
を
包
含:0
て
ね
系.
$ 

•

次
こ
、
ノ
其̂

屬
を
夾
定
す
べ^:
も
の
は
新
貴
族
で
あ
る
が
、
之
れ
に
對
す
る
セ
ィ
エ
！

ス
の
答
は
明
白
な
る
否
定

_

で
あ
っ
た
。
.-. 

.

.
由
來
、
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
は
他
の
階
級
ヒ
交
る
事
を
い
§
x
u
€
は
患
っ
て
ゐ
な
か<>
た
。
彼
等
は
あ
ら
ゆ
：る

沾.

u

p

を

示

す
:^
め
は
注
意
を
拂
っ
た
先
づ
"
彼
等
は
公
共
的
責
猶
が
ら
^
^
を
受
け
る
事
に
成
功
じ
た
。

f

锻1】

十

三

卷(

七
四
九̂〕 .

一
七
八
：九
年
に
於
け
る
フ
テ
シ
ズ
の
：第
111:階
錄 

第M

破

一 o

七



第
二
十
三
狯C

七
五
9

1

七
八.
九
：年
に
於
け
る
フ
ラ
X
 

Q雪

階
級 

第

五

锁

-
o
\
.

彼
等
は
暴
成
功
5

つ
：て
S

特
權
を
以
つ
て
、
こ
れ
i

自

看

地

義

永
<
 
持
« ;
す
る
所
以
f
 
5
た
。

我
々
に
し
て
も
乙
の
特
f

、S

し
菜
で
は
少.

I

I
S

信
じ
§

ぺ
然
^
^

切
づ
た
。
彼
等
の
優f

維
持
ず
る
事
は
、m

灣

I

出
を
必
：f

し

、.
そ
S

め

益

等

の
I

特
權
が
反 

つ
て
彼
等
の
貧
窮
を
增
大
す
石
墓
つ
た
の
.
で
あ
る
。H

文
、
己

れ

彼

等

が

®
^
し
て
：较

霉

枉
 

產
階
級
は.
勞

働

す

る

が

故

は

、
，
生

產

ず

る

が

故

は

、

遂

角

_

碁

難

び.
”
剩
へ.
：
、'彼
等

を

越

え

V

富

意

榮

：

又
，

i

一

lllr

し
てiK
へ

ば
.
フ
ラ
ン
ス
の
屯
民
は
*

族

が

失

つ

知

？
^
の

す

ベ

て

を

棚

新

貴

族

：は

舊

貴

族

美

立

し

た

。

新

貴

族

は

、

舊

貴

族

高

じ

：服

裝

：で

、

同

じ

藤

度

を

以

つ

：
て

、
；
：或

は

U

:

い 

於

—̂
«:
0
て

故

上

を#
#
し

た：
然

し

舊
^
.̂

は
：彼

等'2
:
快

し

.
苳

は

し
«
が
つ
^
。«

貴

疾

は

：殘̂
4'〜

1

1  

の
武
器
I

づ
て
彼
等
か
ら
區
別
袁
る
事I

奪

。t

て
、
M

l

後
の
f
 s

f

な
。
セ
す
H
I.
：I
ス. 

の
言
を
藉
用
す
れ
ば
舊
貴
族
は
、

：

新
貴
族
が
儘
四
商
年
間
績
い
てf.

事

身

明

し

得

た

#
合k
於
：て

の

み

JP.. 

f

許

し

气

之

の

方

法S

貴
族
は
、
新
貴
族
を1
1
階
級
の
一
中
へ
追f

 
|
奢

た

？

あ
る
。
然
し
、
啃 

三

階

級

は

乙

れ
k
對
し
て
0
檣
5:
嚴
^
し
て
彼
等
:?
:
入

れ
.?
:
か
；つ
た
。

.
■新
貴
族
に
て
あ
れ
、
舊
貴
族
に
て
あ
れ
、
法
律
上
貴
族
：た
る
I

代
相
違
I
s

尊

あ

：る
P
凡
c
i
ニ
酸
I

f

持

つ

てS

の

で

あ

る

。
：
俗

見

.
の
：
み

？

れ

歲

別

し

s

l

f

裏

。
：I

I

ば

、1

1

^
,

つ
た
ば
f

の.

人
5

 S
.

て
は
、
世

人

は

貴

族

で

摩

つ

なI 

f

 
s

f

 

く
知
つ
，て
：
I

f

。
然
し
、
貴
突 

た
る
資
格
の
成
立
が
、
.

過

含
f

 s

f

'

v

昨
日
の
敍
位f

ら

ぅ

气

或
i

l

s

l

利
i

r '
y
 

る
特
f

獲
得
す
る
や
否
や
、I

瞬
間
か
I

早
通
常
S

I

屬

备
I

I

は
I

で

む
:

^

^

.
獲
得
さ
れ
た
特
權
は
、
：彼
等
を
し
て
人
民
の
階
級
^
投
禀
す
る
代
不
適
任
な
者
找
ら
し
め
る
。

.

.

.
•
乙
れ
が
、.
第
三
階
級
の
意
見
で
あ
つ
た
。

新
*

孩
を
第
三
階
級k

加
べ
ん
S

す
る
に
は
、
前
記0

俗
見
：以
外
に
、
尙
一
つ
の
論
據
が
あ
つ
た
。
を
れ
は
、

「

最 

も
見
a

あ
る
、
最
も
與
敢
な
る
、
最
％
尊
敬
す
べ
さ
人
々
を
除
外
す
令
事
に
ょ
つ
て
、
好
ん
で
自
己
の
階
級
を
弱
め 

様
^

す
る
も
同
樣
で
あ
る」

ズ
异
ふ
反
對
で
あ
ゥ
た
。

乙
れ
に
對
し
て
 

> 
セ
ィH 

I
ス
は
、

「

勿
論
第
：三
：階
級
は
自
己
：の
威
嚴
：

^
カ
ピ
を
減
ず
る
が
如
さ
事
は
耠
望
じ
な
い
o 

然
し
、
眞
璉
は
傩
く
爻
で
眞
现
た
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
石

::
0

例

：へ
：
ば

、

r

軍
晴
に
：あ
つ
セ
、.會
ま
、
そ
©
最
有
力
な 

る
部
隊
が
不
幸̂
し
て
敵
に
投
降
し
た
場
合R
、
尙
且
0
軍
隊
は
备
の_
地
0
防
觀
を
：彼
等
の
手
に
娄
す
る
必
要
が

. 

あ
る
か
。
乙
れ
を
放
任
し
て
あ
け
ば
、
彼
等
は
：第

1
:
1
ー
階
級
-:
5
:分
裂
せ
し
め
、
：强
；
5
て
、
令
の
運
命5:
ば
敵
手
に
委̂
 

ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
る
事
が
ぶ
い
£
4誰
れ
が
保
證
す
る
が

」

.岑
反
；問
し
、

「

第
ー
ー
：ー
薩
紙
は
自
己
を
代
表
す
る
ド
^
 ̂

有
識
者
ミ
勇
敢
な
人
を
有
し
て
ゐ
な
い
。

_從
つ
て
、#
族
か
ら
細
識
的
援
助
を
求
め
な
け
：れ
ば
な
ら

g
v
/
i
K

ふ
*
な 

事
を
提
唱
し
て
、
余
の
論
破
せ
る
所
を
ば
防
類
し
得
た

<
信
じ
だ
人
々
が
あ
つ
扣
が
：、
之
の
奇
妙
な
主
張
は
«

へ
る 

k
値
し
な
いJ

ど
ま
で
極
言
し
て
，
^
.る
0 

祖
ふ
k
、
社
會
的
存
在̂
し
て
の
金
融
家
ど
新
貴
族
は
は
->
左
し
た
«
庭
ば
な
か
つ
；た
：の
で
あ
る
が
、
十
八
世
紀
バ 

末
の
フ
.ラ
ゾ
ス
第
三
階
級
が.、
特
權
代»
す
る
反
抗
を
样
つ
て
仑
の|1
|
體
.的
連
鏆
せ
し
て
居0
た
以
上
、
特
權
の

：

な 

5

前
者
が
第
三
階
級
の
中
紀
加
箅
さ
れ
、
特
權
を
享
有
ず
る
後
者
が
第
三
階
級
：か
ら
險
か
れ
：た
こ

ビ
は
當
然
：の
結
果 

?
沄
,ふ
べ
&
で
あ
ら
ぅ。

:

第

二

十

三

卷(

七
五1

)

1

七
八
九
年
に
於
け
る
.

フ
ラ
ン
ス
の
：第
.

三
喈
轶.
 

猪五號|
〇
九



■

十

三

卷(

七
21
:
ニ)

一
七
八
九
印
に
於
げ
る
フ
ヴ
メ
ス
の
黎
：1;階
辍 

：

笫
3£
狭

-
5

特
挪
の
療
止
を
要
求
す
る
大
多
歡
の
國
民
、
こ
れ
乙

を

、
：
十

八

薇

紙

未

0
フ

ラ

シ.:
:
ス
、
の
：第
ー
ニ
階
級
；
の

定

義

.
ビ
：な
る 

.

で
あ
务
ぅ
。.
：..

B
. 

H. Tain々

嚴
り cit. p. 

T
7
I
,
.

.-
パ：

..い

■
 

*.: 
-•<•»<•••

■' 

• .• 
■
 
• 
- .
»• 

. 

• 

••

■ 

t
e
u
ヵ
ゥ..ッ
キ.—

箸
、
前
揭
輋
、
五.
五
51
:0
'.

.
独
三 

 ̂

VI 
ô- 

OF 

? 

^
 

• 

':

驻
四J. Jau;s, op. cit

ドp. 

5
5
,
カ
攻
ッ
キ

ー

蓊
、
前
揭
臀
、
五
頁
。

■
 

.

、
 
. 
. 

•.
•••• 

. 

、. 
. 

.
.-

•
... 

.........

.

.
- 

-
• 

> 

• 

V 

.

.

.

七
第
三
階
級
の
特
權
排
擊̂
要

求
-.
-
-

'
元
へ
雜
を
戾
し
て
貴
族
階
級
を
批
判
し
や
ぅ
チ
： 

：

.
不
*:
■
■者
、
無
能
力
者
、.治
ず
ベ
か
ち
ざ
る■怠
惰
者
-;
:
'甚
^
し
タ
惡
風
を
有̂
る
者
^
/
^
^
糠
に
.、.
.«:
#

は̂
.>
It
- 

會
の
：勞
務
に
貢«.
し
得
な
.̂
者
が
多
數
存
在
し.て
ゐ
る
>
丨
々
^̂
^̂

.

然
し
、
彼
等
は
：社
會1C
於
け
る
例
外
で
あ
る
。
原
：雕
は
；常
|5
例
外
？
濫
用
ぜ
を#.
ぶ
％
の
で.あ
る
：か&
ノ
多
少
^
: 

例
外
は
承
認•し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
少
く
ミ
も
？
：襤
：用
芒
例
外
茗
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
程
、
其
國
象
は
换
序
あ 

石
國
家
^
考
へ
ら
れ
るW

い
ふ
仗
何
人
も
是
認
す
る
所
で
あ
る
。

-

我
々
は
、.か
く
の
如
く「

活
動
：せ
：ざ
る
事
を
光
泰
ビ
し
、
在
產
:̂
つ
^
て
實
敝
す;-
5
所
«
ズ
、
生
產
物
の
*
綠
の 

郝
分
を
消
費
す
る
が
如̂
存
在」

釔
、
.國
民
ビ
は
無
黻
係
汝
外
侧
人
迄
見
做
ぎ
ざ
る
を
勝
な

^

.ァ
ラ
ン
：：孑0
*
族 

_

は
芷
し
く
乙
の
條
項
に
該
當
す
る
外
國
人
で
あ
つ
た
。
し
如
も
、
ミ
の
外
國
入
苽
る
ー
や
、
我
々
の
傭
土
の
外
に
在

« 

す
石
外
國
人̂
非
ず
し
て
彳
驚
く
べ
し
、

「

我
々
.の
中
^
:ぁ
冬
外
國
人¥
で
ぁ
9
:;0
.、
何

故

ぁ

，な
.

れ
ば
、
貴
族
階
輟
は
、
:.
.

私
法
上
及
公
法
上
ー
の
特
權
を
有
し
て
ゐ
る
が
ら
で
あ
る
、::
0

:
:.
 

;

こ
れ
ら
の
特
權
の
中
で
、
.
最
も
酿
忌
す
べ
さ
免
税
の
勝
權
を̂
つ
て
考
へ
て
見
る
がs  
s
o
十
五
世
紀
双
來
ク.
ラ 

X

ス
苯
命
迄
、
祖
秕
類
は
次
猶
に
增
加
し
て
居
づ
た
の
で
あ
る
が
、
租
：稅
の
增
加
す
る
は
伴
：つ

.
て
免
稅
0
特
典
は»
 

其
光
彩
を
殖
し
て
行
づ
た
。
タ
ィ
ユ
が
、

シ
ャ
ー
ダ
七
世
0 '
時
^
1 '
ー；
十
萬
$
丨
グ
#
に
過
ぎ
#
が
0
^
場
合
は
ば
、
 

免
稅
資
格
な
る
も
の
も
瘦
少
の
價
値
し
か
持/£
な
か
づ
た
0
^
じ
、.

ル
：ィ+

六
* -
に
至
^

で
、'
敝
紙
於
八
诹
萬̂

| 

グ
ル
^
上
ク
た
時
紀
は
そ
れ
は
可
成
の
效
媒
を
も
相
ら
し
化
。
貴
族

」

の
免
除
％
作
て.
ぬ
る
#
於
、.
タ
ィ
ユ
M

i
 

揚
合
^
は
、
尙
こ
の
特«

は
人
0 .
耳
目
を
を
ば
だ
て
は
し$

つ
た
が
'
同«
* ;
#

が
>
 
穡

々

な

形

：で
，
、

又

植

々

な 

名
*

の
下
^
賦
課
さ
れ
た
攥
合
に
は>
'

タ
ィ
ユ
^
同
樣
の
翁
礎
の
上_

陣
：つ.
ゆ
祖 ̂

又j

切
ゆ
公
共
：
 

事
業
k
 C

V
S
.

て
賦
役.
の
如
^.
、
眾
隊
稅
の
如
き
新^ .
が
"
取
^
貴

族

：の

み

を

險

^
/2
他
0;

&
6
ゆ
る
階
»
の
上
化
賦 

課
^
れ
た
楼
合
に
は
、
第
三
階
級
は
.
ク
異
樣
を
服
差
を
以
ク
て
、

乙
欢
職
權
を
凝
職
せ
踩
-5
;
;を
得
な
か
0 .
忆
の
で
ぁ

.
Z-
、
K
於
て
、
セ
ィ
エ
I

ス
は

「

國
民
ミ
は
何
ぞ」

迄
反
問
じ
て
，

d
:

る
6
'

國
®

は
#

羅
'

s

法
撒
の
卞
は
生
活
し" 

同
ー
の
へ
立̂

^
關
に
ょ
つ
ル
代
«
さ5..
、
結
翁
*
0 .
國
體
；で
^
る
0: 

: ■  

.

然
る
に
、.貴
族
階
級
：は
、
自
已-0
.所
有
す
る
特«

^
夂
0
て
共
»

©法

霞

：?>
:脫
/±
1
;し
^
了
つ
て
ゐ
み

t

從
つ
：て
、 

彼
等
は
、
：其
私
振
土
の
權
利
は
よ
り
て
大
な
る

|0
民
ど
は
：別
に
；：

「

の
人
民
を
形
成
し
てゐ
る
：の

狀

態

：に
居
：

る
：o「

5E
.̂
、 

之
れ
國
家
內
紀
於
け
る_
家
で
あ
る
。

」

.

貴
*
0 .
之
の
®:
制
は
參
政
權k
於
て
^
同
一
で
ぁ
る
-:
0
锻
等
0 .
有

す
:5
:
代
表
潑
は>,_
彼
等
0
介
め
0
代
表
者
で
ぁ

馆1.1

十
三
^

(

士
五
::
5

I

七
.八
.̂
.̂

に
於
け
る
フ
ラ
ン
メ
以
第
甚
階
极

」 

.第

輿

鱗1

一一

1:.



彿

二

十

三

卷(

七
■

五
四)

一

七
八
九
年
に
於
け
る
フ
ヲ
レ
ス
め
第

1

階
級
：
 

蜜

：號

二

土

.っ
弋
、
全
然
 

ー«

人
民
を̂

理

し

な

い

ム

货

ド

「

若

し

、
士
：ー
：
民

«

會
游
總
意
贫.反
映
ず
る‘も
の
で
あ
ゲ’

又
i

CT
)

* t
i
 

格
^

於
て
立
法*

を
有
つ̂
:

®
で
あ
る̂

す
る
な
ら
ば
、
單
化
僧
侶
、
貴
族
>

法
官
の
# .

議
代
過
ぎ
な
い
ビ
云
ぶ
!?
> 

如
|

ー
民
議
會
は
眞
の
貴
族
政
治
で
な
ぐ
て
何
：で
あ
る

.
か
^

7
: 

: 

.

モ
ン
テ
ス
キ
4
1

は「

法
；の
：糈
神

」

に
於
て
、

「

君
主
.政
忙
於
て
卜
領
進
や
僧
偁
や
意
族
や
都
市
の
：特
權
を
蠻
止
ず

れ
；
 

ば
、
や
が
て
生
ず
る
も
の
は
民
^

§

國
家
か
專
制
國
家
で&

ら
ヶ」

ど
論
じ
てゐ
る
^
'|
|
:

一)

今
、
反
對
ド
、
を
れ
ら
の
守 

權
が
强
調̂

れ
た
揚
合
を
想
定
す
る
が
い
い
。

4
/

こ
に
生
ず
る
；も
の
は
、
民
衆
固
家
で
も

® :

制
國
家
で
も.M

C
V
、

.
 

貴
族
® :

制
國
家
で
あ
る
。
フ
ー
フ
シ
ス
は
か

/
V

る
國
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
君
主
拙
变
の
卞
こ 

あ
る
國
象
だ
ヒ
考
へ
る0
は
大
« :

る
戰
謬
で
な
け
れ
ば
な
：ら
な
い
0
事
»

が
、
：乙
0 .

主
.瞬
に
一:
致
す
る
が
杳
か
ば
、 

歷
史
釔
«

け
ば
明
0
に
な
6 .
.
0「

我
等
の
年
代
記
：か
&:
:

.、
ル
ィ
十一世

.：

く
リ
シ
：チリ
ュ
ー
の
敗
年
及
ゼ
ィ
十
闯
世
ゆ
お
る 

時
—

-
乙
の
時
祀
は
完
全
な
る
琢
制
政
治
.が
行
は
れ
て
ゐ
た
一
一
を
除
：

5
七
見
ょ
。
：：然
ら
ば
諸
：君
は
朝
踣
の
、貴
族
政
：
 

治
の
歷
史
を
饋
ひ
ど
云
ふ
感
^ .

打
た
れ
る
で
あ
ら
ぅ

」
V
J

セ
ィ
エ：

I

ス
は
衰
ふP 

.

.

大
E
の
職
の
新
設
も
療
止
も
依
免
も
，
又
、
種
々
な
$;
地
位
^:
親

設

ミ

か

分

配

も
&
^
朝
闼
の
自
由
で
あ
$ :
。
：
#
 

等
は
一:
秫
の
交
誼
、
又
は
馴
合
關
係
^
ょ
々
、
他
の
階
級
? :,
除
：外
しr

彼
等
相
互
の
陬
祀
；尨
大
な
貴
族
政
治
：の
：綱
を 

張
っ
た.
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
國
王
が
國
民
を
治
め
た
の
で
故
ぐ
て
、
：：貧
庭
於
»
琢
を
治
め
^
の
で
あ
を
。
官 

廷
が
官
位
を
っ
く
^
、
任
命
を
な
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。

.

' 

貴
族
寡
頭
政
治
の
首
腦
者
は
王
で
な
く
て.
、
^
く
：貴

族

で

あ

っ

た
。

■■

故
に
：、
セ
イ
チ
ー
ス
は
云
人
。
迖
れ
ば
人
民
も
怨
曝
ゅ
聲
を
放
づ
に
際
し
，
君
丰
ミ
權
カ
の
原

»

カ

尺

る

人

'
々

を

,
常
奶
區
^0
し
て.
ゐ
る
？
。
彼
等
は
常
代
國
王
を
目
し
て「

自
已
：の
名
^
於
て
な
ざ
れ
：：#
有
ゆ
^
#
酿
が
、..
' 貞
己
の
實
へ 

•^.

に
さ
れ
介.
ヒ
考
ヘ
た
事
も
：衣_

s
f

に
：、

欺

か

：れ

切

つ

W
人
で
先
{
、■■
活S

S
*

全
能
な
■
處
の
中
に
^
つV

、

全
ソ 

•
然
防
:«
ふ
れ.
て
ゐ
な
い
入
で
あ
る」

S
し
て
ゐ
た
。
人
岛
の
こ
の
敏
情
を
、J

.

七

八

九

年

の

：
六

月

一

ー

十

七

日

纪

巴

里 

で

囊

し

た
.A

ith
m

;  Y
o
u
n
g

我

其
0
の
；記

錄

紀ノ^
民
^
喪
求
す
^
も
办
谅
王
を
有
ず
る
ニ
共
和
政
治
ヤ
あ
つ 

也
,̂

し
‘る
も
て
ゐ
る
*:
°
:

王
?:
:

有
す
る
一
共
和
政
治
ビ
は
我
々
^
奇
妙
化
響
く
が
、
之
を
換
言
す
れ
ば
：、
眞
疋
：な
る
立 

廣
«
治
炙
云
ふ
意
味.
で
あ
0:
た
の.
で
あ
る
？

：

.

.

.*
■f.

ィ
キ
ー
ス
，
は

沄

ふ

「

以
上̂'
要
狗
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
：

0
:
.
:
乙
れ
^
^
第̂
5.
階
藤
は
«
會
^
眞
：の
代
表
者
を
：隹 

CV

て
居
^
か
づ
：た
。
從
つ
て.、
其
參
政
猶
は
零
で
：あ
る
U
せ
-o

之
の
零
考
る̂

^

充̂

於

す
.»
义
そ
笫
三
：階
級
臂®
: 

>0
调
襌
で
あ.り
た
。
ぃ

.
.

フ
ラ
ン
：ス
苯
命
史
を«
•■
:

<
■

者
は
す
べ
て
、.
尙
國
民
の
勢
望
を
擁
し
セ
居
づ
た
主
が
、
何
故
'に
こ
の
機
脅
を
'揠
^
:̂ 

か
；つ
炎
か
疑
ふ
Y
あ
ら
ぅ
。
我
ダ
は
、
’ミ
れ
に
對
す
る
王
の
行
動
s
o
's

て
域
：
同
じ
く 

Y

访u
nor
q:
の

日

記

.2
ハ
月 

1

一
十
七
：日

)

に

ょ

つ•て
、
王
：は̂

獵
ヒ
出
掛
け
た
S

#

へ
得
；る
ぼ
か
各
：で
あ
る
。
舸
撤
把
生
は
狩
獵
炎
出
掛
げ
作
の
か
。 

外
.の
现
-&
牯
^
い
"
玉
は
狩
獵
が
好
乡
だ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

;:■
'
然
し
？
フ
ラ
ン
ス
王
政
が
危
機'̂
あ
つ
お
日
の
王
め
こ
の
括
勵
代
對
じ̂
、

私

が

：
今

述

べ

た

事

：
は

，

冗

薇

^

は
:* 

い
が
、：
少
く̂

も
揶
揄
し
た
意
昧
で
あ
名
。
事
實
は
王it
何
等
の
定
見
が
な̂

：\
§
赉
^
ょ
る
0 :
:
で
あ
り.
た

タ： 

然
ら
ぼ
、
ル
ィ.
屮

六

他

が

赏

行

し

得

衣

：か

つ

た

.
程
過
徼
な
翦
求
を
筋£
階
級
：は
：1 |
;
出
6;
て
唐
<>
た
^

^

遺

發

が

ら

、；
そ
ぅ
で
夺
が
つ
允0

で
あ
る
。
.

：-
: 

,

s

'

十.
三

稔

(

七
故
茁

》

，
一

七

八

汍

當

於

け

る

ラ

9

>

ス

办

塞

震
. 

.
笫
.
五

诚：1

:
s
l



笫
ニ •十
.三
卷
：(

七
：五.：六0プ
一
.
七
八
九
：年
'に
'
於
け
圣
フ

」

7
ソ
ス
'
の
第

=

鐾

；
 

.

饿
五
：球

t
tra

:
.
被

等
;0
:

喪
求
す
る
所
は
第
ブ
一
階
級
の
完
：全
樣
る
國
政
參
與
で
あ
ダ
忙

£

璐
$

な
^

-1

ニ
階
級
は
、'.
嵙
己
め
#

の

：
要

：求

を

：
、
、
王

»

の

大

都

帘

：た

：.每
 

^
ょ
つ
て
の
み

判

斷

せ/i
乙
ど
を
#

望
し
た
0

個
々
の
人

0々

要
求
：
^

ょ
^

て
；判
斷
3

れ
る
事
釭
囘
避
し
尨

こ々
れ
：
 

は
*

明
な
方
法
せ
云
は
ね
ば:«
も
ぬ
"「

巴
里
ゆ
小
フ'
ラ

ン

，
ス
：
で

あ

る

卜

.̂
:

同

時

ド「

^

大
' 

猶
動
の
中
心
地」

で
あ
つ
农
か&

ヤ
あ
る
セ(

驻
:5

- .

.

そ
の
2
3盟
の
要
求
は
、
.短
猶̂
云
へ
ば
、

「

人
民
:^
.w
も
の
か
で
あ-

cs

た
い」

S
云
.ふ
^
,あ
っ
た
。

■ 

W

分
す
れ
过
、
第l
k

、「
人
民
は
、
眞
の
代
表
着
、
換
：言
す
れ
ば
：、
：
彼
自
身
の
階
：

_

か
ら
選
出
さ
れ
：た
代
曝
士
セ
：
 

あ
つV

、
各
-.

0
希
臻
の
代
辯
者
た.る
R

適
し
,
風
っ
彼
：0
利
：

溢
；.S

 

:防
禦
者
/2
众
得
る
者
を.一
ー
苠_
#

^

送
办
た'
ハ̂
 

沄
A

の
で
あ
る
。

」

 

.

代
議
：士.
の
選
出̂

っ
い
て
は
、*

貴
族
は"「
貴
族
は
：我
?々:

欲
.し
夺
S

. L

、
.又
我
^

の
方̂

は
第
三
階
觀
を
镣
し
、
 

な

-K
若
し
、
我
々
が
特
摊
な
階
溆
?:

作
$

得
た
^

し
た
な
ら
ば
結
構
な
の
で
あ
る
が
、
そ
う
は
坩
來
ぬ
。
ざ
う
し 

た
一
ら
ょ
；い
か
？

ざ
う
名
、
笫
三
階
級
が
貴
族
釔
代
表
者
ミ
し
セ
選
出
ず

る
ど
云
：ふ
惡«

を
：維
持
ず
る
以
外
に
道
は
：

な
い」

：
I

へ
る
f

っ
。

:

舊
貴
族
も「

我
々
は
、
我
々
の
子
供
：を
庶
民
院
ヘ
送
ち
う
。
专
フ
す
る
，气

結
.
局

第

：三
：階
^
^
代

表

す

.る

せ

云

ふ 

任
務
を
我
々
が
負
ふビ
沄
ふ
考
は
名
案^
相

灌

な

い

」

ど

思

ふ

で

あ

ら

う

。

だ

が

：、
ハ
第
士
：ー：階

雜

は

、、
貴

族

の

が

 
>
 る 

考
を
毅
然
ビ
し
て
斥
け
ね
ば
な
らg
o
た
S
へ
第
三
階
級
で
あ0
て
：4
、
貴

族

戾

僧

^

^

餘

彡

接

觸

し

す

ぎ

る

人

を 

避.
け
4
程
に
、
第
一
の.
原

則

ゼ

嚴-1
1
に
履
：：行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
，,:
0
雜
し
‘、.：
か 
>
名
修
件
;.
5:
具
備
^
^
代_

±'
?:.
送
：

$
得

たv

し
て
も
、
尙.

1
:

つ
の
危
惧
が
あ
る-°
何
ん
ど
な
れ
ば
？
第
一

1
:1
:

階

級

の

：
利

益

：ド

反

す

.5

利
益
が
三
民
*
會
を 

交
配
し
て
ゐ
る
ビ
す
る
な
ふ
ば
、
折
角
の
出
席
も
無
效
で
あ
る
。
無

效

で

あ
-̂

所
が
、
反
つ
て
、
其
受
け
て
ね̂

*

 

迫
を
神
聖
化
す
る
乙̂
k

な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
く
に
於
て
、
•.

第
三
階
級
は
、
此
三
民
議
#

代
於
い
モ
、
特
權
者
の勢
力
€

少
：く
冗
4

同
；等
の
勢
カ
を
有
づ
事
を 

許
さ
れ
ざ
る
以
上、
三
民
_

會
^

參
加
す
べ
か
ら
ざ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。

第
三
赠
級
は
、
他

の-

階
級
全
體
の
代 

表
者
$

同
數
の
代
表
者
を
有
つ
事5:
要
求
す
る」

€

沄
ふ
第
1
1
0要
求
が
生
れ
る
。.

：

代,

士
選
出
の
#

合
決
定
標
準
は
何
ん
で
あ
る
か
。
云
ふ
迄
^

な
<

、
其
土
地
の
人
ロ
>」

桃
鶴
^-
よ
る
べ
$
で
あ 

る
。
卑
近
の
對
照
を
擧
げ
て..
見

れ

ば

咚

廣

大

夺

ポ

ア

ト

ゥ

ー

の

裁

判

：區

は

、

‘狹

少

な

ク

メ

の

裁

判

區

、よ

4

%
多 

數
の
代
表
•
者
を_

#
k

送
つ
て
ゐ
る
が
、
M
n

は
、•
蓋
し
、
•
ホ
ア
ト
ゥ
ー
の
人
口
^.
a

稀
^
が
ジ
工
ク
ス
の
そ
れ
よ 

■̂

も
多
い
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
、
祖
税
额R

よ
.
つ
て
ぞ
の
割
合
を
決
定
し
や
う
^

す
る
かru. 
ノ
 

.
之
‘れ
ビ
相
並
ん
で
、
人
口
に
よ
つ
て
決
^
し
や 

う
^

す
る
か
？

何
れ
の
揚
合
^

於
て
ネ
、
第
三
階
級
が
、
特
權
階
紙
を
凌

i t

し
て
ゐ
る/J,

V
J

は
明
白
で
あ
つ
た
。

セ
ィ
エI

ス
の
計
算
に
よ
名
ミ
、
貴
族
僧
侶
の
階
級
代
屬
す
る
特
權
者
總
數
は
ニ
十
萬
人
で
あ
る
。
此
の
擻
を
：第
三 

階
級
の
ニ
千
五
西
萬
、
乃
至
一
1.
千
六
西
靡
人
に
比
較
す
れ
ば
、

.
問
題
の
解
決
は
自
ら
定6 :

も
の
が
あ
0
た
。
此*
;
は
、 

フ
ラ
シ
ス
を#

展
課
程̂

於
い
.
て
'考
へ
れ
ば
、.よ

6

1»

明
&

校
な
：る
。
-

最
後
：の
金
段
議
會
以
後
に
併
合
せ
ら

[1
.

‘
た
：
 

新
6 :

し
い
諸
州
はダ
う
な

る

か

。

此
等
の
新
ら
しW
諸
州
はr)

 

j
:

六

1

西
：
年

の

蕾

時

化

於

|

ー
：
民_

會
^

出

席

：
し

次 

か
*9
,

た
ど
い
ふ
理
由
か
ら
、
其
代
表
者
を
三
民

_

會
に
選
出
し
て
は
な
ら
な
い
^
斷
言
し
う
る
も
の
は

一
人
も
あ

る

辩
二
十
三#

(

七
五
七)

ー
七
八
九
：年
に
於
け
る
フ
ラ
シ
3.
の
缎
三
赠
軟
 

§
0 

ニ
五



0
$

$

 

■

§

&
 

- 

筋
五
猇 

二 
六

同
槺
办
翁
电
ぱ
都
市
の
發
展
に
ヴ

S

て
も
云
び
得
夯
。
都
市
电
於
げ̂A

業
友
：抜
獭
0:
薇

腻

ぱ

、
新

ら

：じ

ぎ

甯

、
啤
 

稅
ぶ
民
を
薇
生
せ̂

冷
る
も
0 :
セ
&
る
か
^
、
土

地

及

：

_

&
§

掀

廉

踭
 

な.
?>
::-紗
ば
な
^ :
2
。
粜
じ
：て
然
ら
ぱ
、
發
展
：し
た
：る
今0'
;.
の

都

市

軌

亦

：、

'ぺ̂

滿
足
し
な
い
の
が
寧
ろ
當
然Mで
あ.
る
o

風
ふ
に 
>

‘權
利
の
欠
缺©

大
な
各.
社
#

的
欠
赕
ぼ
な̂

9

 

M

れ

を

常

：

に

.
充

ず 

樣
配
虛
す
る
事
が
：、
：政
洽
の

一

大
喪

®で
あ
备

P 

■;■
,
.

館
三
に
、

「

各
院
別
々
に
粟
決
を
な
す
も
の
ど
す
る
な
6 -.

ば

：？

此
代
表
ー
の
：
平

^̂

第
三
階
級
は
其
役
霧
が
階
級
別R

採
決
さ
れ
ず
し
て
、
人
齡
に
ょ
っ
て
採
決
せ
& ;-
'

る
ぺ
ぎ
乙
せ」

を
®

求
し
た
。
こ 

.
の•
要
^

は
第
1.

ー\
の
：耍
求
5 :

確
實
な
ら
し
め
る
た
め
の̂

の
で
あ
る
事
は
，云
ふ
迄
洛
な̂
。
.:-
'.

•

以
上
を
綜
合
す
れ
ば
、
我
：々

は
第
1
1
1
階
級
の
眞
意
が
特
權
者
ど
同
等
の
權
利
を
獲
：得
ず
る

^
あ
0
たAJ V

を
容
易
：
 

R
推
定
出
來
石
。
眞
實
ノ
こ
れ
乙
：そ
彼
等
の

(

な
6
ぅ
る
:%

の
0
中
で
录
少
本5 :

も
の
、.:
:
常
時
0
事
惝
$
し
で
ば
實
際 

的
龅
圃
を
決
し
ゴ
超
離
は
し
て
ゐ
夺
か
っ
た
の
で
お
名
？
こ
れ
以
下
を

®
求
び
た
S
す
る
f

ば
、
そ
れ
は
、
第
三 

階
級
が
其
政
治
上
の
無
能
力
狀
態
ょ
々
脫
し
て
或
物
に
成
々

5
る
望
を
有
た
ぬ.事
-1
本
す
ど
|
|然
で
あ
る
ヴ：
■■
■

.

然
る
に
ノ
特
權
階
級
牴
$
の
要
求
に
す
ら
驚
愕
-:
1
>

宂
の
で
あ
之
尥
が
龜
成
仏
瞒
业
求
る
に
努
カ
を
惜
嗳
故
か 

，つ
た
^

ど.
は
勿
論
で
あ
る
々
然
し
、
か
く
の
如
ぐ
控
自
過
ぎ
る
程
の
i

の
第
一T

i
M
の
：
齋

求

化

對

し

て

"

 ̂

っ
允
あ
ら
ゆ
る
反
對
を
、
彼
等
が
幾
银
か
の
後
に
囘
想
す
る
場
合
妃
は
、
必
ず
其
展
觀
：の
：ロ
實
が
如
何
^
淺
雜
で
あ 

0
セ
か
に
貞
ら
驚
く
で
ぁ
ち-'5

0
否
フ
4
>れ
ょ
'̂

も
、
彼
等
俅
、
反
對©.
ロ
實
を
敢
ボ
見
出
さ
ん̂

し
て
、
ぃ
如#
:̂

大
膽
に
且
木
平
は
振
舞
り
れ
か
を
、
今
®
の
如.
く

：驚

で

あ

ら:̂
0
ゾ
：

形
勢
は
、
今
や
、
藤
ち
特«
者.
達
の
|
|:>
1
^
ょ
つ
て
頗
る
切
迫
し
、•
斷
平
た
る
決
心
の
卞
に
、
正
義
で
あ
4

眞
理 

で
あ
る
所
の
權
利
を
極
カ
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
い
狀
態
に
表
つ
た
:-
-0

、

：

独 
一
 

Ms
-
 

蝕 
ニ 

v

f

 

o
v
 

0̂-
 

V
 

Mwo
:

八
第
三
階
級
の
貴
族
化
的
傾
向

:

併
し
、
第
三
階
紙
の
圃
結
に
つ
5
七
は
：、..
尙
1

0
の
不
安
が
あ
つ
た
。.

そ
の
原.
因

は

入

間

本

來

：
の

性

質

ょ

6

生
ず 

る
利
己
心
で
あ
つ
た
。
利
己
心
妃
ょ
つ
て
、
第
芑
階
紙
が
不
斷
は
貴
族
化
す
る
傾
向
女
有
し
て
居
つ
た
事
射
を
れ
で 

ぁ
る
。

... 

.

.
 

.

し...
：.
：：

....
’ 
.
v-.
-.
.̂
.
.
-.

•

な
べ
て
人
は
、
自
己
に
利
益
を
も
允
ら
す
習
憤
の
前
| ?

は
:#

々
ゼ
し
て
屈
服
し
勝
で
あ
る
。
又
人
々
は
不
斷
^
自 

己

、
の
®

命

を

改

善

し

や

5

 
€

考

へ

.
てゐ
る
o

故
に
自
己
の
なS

ん
ビ
す
る
所
を&

面
か
ら
堂
々W

押
進
め
^
事
の
出 

來
ぬ
揚
合
に
は
、
勢a

、.

邪
道
に
陷
办
易S

。
第
三
階
級
戈
個
人
的
は
云
へ
ぼ
人
で
あ
る
。
彼
等
の
咿
で
最
も
有
能

..- 

な
人
々
で
3

へ
、
，恰
も
、
：次
の»

に
侍
：る.
家
來
'
の
如
く
| |

ぇ
ず
ま
入
の
鼻«

&

囉

.̂

て
、

自

分

：
の

拿

樂

ぜ

ん

：
て
：
欲

す 

る
利
益
の
：た
め̂

呔
、「

如
何
な
る
犧
牲
も.

？
進
ん
：で
柳
ふ
事
を
敢
：へ
て
辭
せ
两
ぜ
は
誰
辨
保
證
す
石
だ
ら
ぅ
か
飞

:..

:

乙
の
點
ほ
於V

:

ゆ
、.
第

驾

階

辑

は

^

確

か

气

遨

夫

太

ヶ

遙

が

に

多

て
、
智
識
に
於.
て
、
生
活
代
於
で
？
：貴
族
€
甚
だ
し
 
<
類
似
共
通
點
を
有
6
1:-:
ゐ_

平
民
は>
や
や
も
す
^
ミ
貴
族
；

w

同
化
す
る
■
惑
を
受
：け
が‘
で

：あ

づ

た
。

::
:
.
:
,

.

.」

-.
. 

' 

:

;/
:
.

.

.

.

紙
二
十
三
卷(

七
五
九)

•—
•
七
八
九
年
^
於
け
る
ク
ヲ
ジ
ス
め
第
三
階
級

 

'第

五

披,1
1

七



.第U

十
三.
# 

(

七
六
Q

v1

■七
.八
杂
ね
於
げ
蚤
：

IV

ヲ
，ン
ス：.

の
燦
三
：靨

：：

ぺ 

望

”罅

一
「

へ
：

.
勿

乘
+

八
世
紀_

の#
族
、を
平
民
^
の
風
儀
^
は
#
:#
か
0 ;
差
違
ば
存
し.
て
居
0
/2
。
然
し
、
其
眞
底H

於
て
、 

兩
者
が
農
民
か
ら‘一

段
高
い
階
級
利
害
を
有
しre
:居
つ
：杈
裏
は«
扔
で
％
备
。»
黎
1

猶
を
等

.̂
ぐ
しr;:」

又

習

.*
、 

趣
味
、
*
藉
及
言
：葉
-5
:
等
し
'<
'
:1.
て
居
：
.*
2>
た
。
彼
等
0
異

な

る

：點

は

た

：
ド

« .
刺
^
於
5
« :
:
0
み
で
あ
つ
た
き 

從
づ
て
、，平
民
信
、
遠S

:

農

民

ポI

利
害
の
近
^
貴
族
，

f

歩
み
寄
^
容

彼

等

は
,;

>
屢

：々

、

好

ん
•
で
S
、
貴

族

が

： 

所
有
し
て
居
ク
た-

同
様
の
財
產
に
金.
錢

を

投

じ

气

彼

等

織

；

_
#
通
烛
都
會
碎
驻
/1
で

ゐ

：た
：が

、

屢

々

：
田

舍

.に

土 

地
を
所
有
し
、
中̂

は
僦
地
^
へ
所
有
し
て
ゐ
芯
者
が
あ
つ
た
。
; :

'
:
.
‘ 

へ

.

.
市
壁
杓
^
# ]
込

め.
ら

れ

た
富

.め

る

市
段

仗

、

其

出

身

地

次
第
ほ
興
味
ゼ
感
情
を
失
ゥ
セ

行
•
つ
た
。
そ
1

て
、
自
ら
見
乘
て
た.
者
級
の
苦
痛
や
«

保
事
項
^

無_

心
そ
裝
つ
杧
0

被
等
は
貴
族
が
特
權
を
求
^

る
代
熱
心
な
る
如
く
、
貴
族
の
特

«
^
近

い

除

外

的

權

利

を

熱

：心

に

求

め

た

6
そ
れ
は
官
職
を
購
入
す
る
事
に
ょ
づ

て

達

成

さ

れ

介

。

か

く

も

て

.。

富

裕

な

る

市

段

の

建

涯

-0
目

猶

は

官

»

^

る

.事

狀

還

_
|兀
^

れ

た

。
'
中

產

階

級

の

ー

官

®

欲
は
異
常
な
も
‘の
で
あ
つ
た
。：

少
額
の
資
金
が
手
M

る
や
否
や
，
彼
等
は
乙
楚
商
業
^

投
ぜ
ず
に
直
ち
枝一」

つ 

の
1

職
^

投
資
し.
た
の.
で
あ.
る
9.

モ
ン
テ
ス
キ
，

I
は
、
官
職
寶
買
を
評
し
て
へ
乙
の
寶
賀
制
：度.
は
：君
主
國
は
於
い
て
は
：取
制
度
で
あ
：る
^
运
.つ
て 

ゐ
る(「

君
主
政
^
於
て
は
、
喻
職
が
公
の
規
律
化
ょ
o
て
寶
！
せ
ら
れ
ず
ビ
も
、

當
庭
人
の
貧
縮v
j

贪
愁
ヒ
は
や
は 

i

そ
れ
を
實
* .
せ
む
む
る
だ
：ろ
ぅ
か
ら
、
偶
然
の
：方
：が
：
.
君
隹
の
選
擇
ょ
々
も
良
為
[5
民.
2:
提
供 

終 

富
に
ょ
▲

進
す
る
方
法
は
、
動
勉
を
鼓
吹
し
？
そ

馨

錐

持

す
:§
。(

西
班
牙
；は_

で
あ
る
。
そ
ミ
で
は 

す
へ
て
浪
職
植
た-
與
へ
:.
6>
れ
る)

而
し
て
、
こ
は»
^
、
乙
の
鍊
0
政
體
0
極

：め
：
て

必

要

.
ど
ず
る
；所
で
ぁ
る
：_

乙
れ
が.
彼
の
意
見
で
あ
る
。
 

_

 

.

•
.

"

.■
■■•

モ
ン
タ
ス
キ
ュ
ー
は
屢
M々
刺
家
^
な
气
逆
說
を
好
ん
だ
。
乙
の
場
：合
も
备
ぅ
で
あ
る

.°
勤
勉
の
鼓
吹
は
、
勢
ひ
、 

勞
働
の
尊
重
、
富
の
增
加
、
換
言
す
れ
ば
"
商
エ
業
の
發
康
を
伴
ふ
。
乙
れ
こ
そ
第
三
赠
級
勃
典
の
原
因
で
め
る
。 

開
化
し
た
第.三
階
紙
ぬ
必
ず
よ
々
高
い
社
會
她
位
を
望
ん
で
、
既
存
の
特
權
階
級
极
並
立
し
、
彼
等
に
：對
し
自
然
ビ 

尖
っ
た
階
級
意
識
に
目
覺
め
る
。
官
職
の
賣

»
は
：、
結_果
紀
聆
て
峩
主
難
ど
市
風
办
率
へ
_

な
^

だ

ら

ぅ

か

.
。
：

.

.

.

.
 

：」

:■
.■■
, 

.

然
し
、
t

れ
は
結
果
が
ら
見
て
、
f

モ
シ
テ
ス
キ
ゃ

1.

の

言

葉5:
逆

謙

的

忙

解^

饵

迄

ず

あ

る

。
：
官

職

办

購

ん

^̂ 

に
よ
0

て
#

權
化
す
る
、
第m

階

級

の

傾

向

か

ら

推

定

し

て

、
，
弔

民

；
ど

農

夫

め

間

は

：：平
和

^

あ
る
べ
き
辔
は
贫S

。 

少
ぐ
ミ
も
一
致
ば
し
て
：ゐ
な
か
0

た
。
乙
の
利
锒
の
不
調
ば
、，
地
域
：や
生
活
® ：
W

よ
が
ず
0
^

廣
，い
程
度
で
、,.-'.!
啉
流 

階
級
ど
農
夫
^
を
隔
セ
る
溝
を
つ
く
つ
て
居
つ
た
タ

.

貴
族
の
特
櫬
に
關
し
て
楗
常
ド
不
平
が
投
げ
ら
れ
た
。
乙
れ
ば
芷
當
で
あ
る
タ
紙
じ
：、：
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